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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ワイヤレスデバイスで、複数のシンボルを備えるパケットを生成すること、ここにおい
て、前記複数のシンボルは、第１のデータレートを有する信号フィールドを備え、前記パ
ケットは、前記第１のデータレート以上の第２のデータレートを有する、データ部分をさ
らに備える、と、
　順次セグメント化プロシージャまたは分散セグメント化プロシージャのうちの１つに従
って、入力ビットベクトルを複数のシンボルベクトルにセグメント化すること、各シンボ
ルベクトルは、Ｎビットを備え、ここで、Ｎは、繰り返しなしの直交周波数分割多重（Ｏ
ＦＤＭ）シンボル当たりのビット数である、と、
　順次分割プロシージャまたはラウンドロビン分割プロシージャのうちの１つに従って、
前記複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割することと、
　ブロックレベルの繰り返しまたはシンボルレベルの繰り返しのうちの１つに従って、前
記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングすることと、
　前記パケットを送信することと
　を備え、前記複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割すること
は、
　　Ｎ／Ｒ個の入力ビットの順次的なグループを各分割ベクトルに順に割り振ること、こ
こで、Ｒは、繰り返し係数であり、各分割ベクトルにおける前記Ｎ／Ｒ個の入力ビットは



(2) JP 6779872 B2 2020.11.4

10

20

30

40

50

、前記シンボルベクトルに少なくとも部分的に基づいて順序付けられる、および
　各シンボルベクトルの各ビットをＩモジュロＲ番目の分割ベクトルに割り振ること、こ
こで、Ｒは、繰り返し係数であり、Ｉは、各ビットのインデックス番号であり、各Ｉモジ
ュロＲ番目の分割ベクトルは、適合するＩモジュロＲ値に関連付けられたビットを備える
、
　のうちの１つを備える、方法。
【請求項２】
　前記入力ビットベクトルを前記複数のシンボルベクトルにセグメント化することは、Ｎ
個の入力ビットの順次的なグループを各シンボルベクトルに順に割り振ることを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記入力ビットベクトルを前記複数のシンボルベクトルにセグメント化することは、入
力ビットの各々をＩモジュロＫ番目のシンボルベクトルに割り振ることを備え、Ｉは、各
ビットのインデックス番号であり、Ｋは、前記入力ビットベクトルの長さをＮで除算した
上限である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングすることは、周波数領域中
で、前記分割ベクトルの各々を単一の時間領域シンボルにわたって繰り返すことを備える
、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　スクランブリングシーケンスを各分割ベクトルの１つのコピーに適用することをさらに
備える、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングすることは、周波数領域中
で、前記分割ベクトルの各々を複数の時間領域シンボルにわたって繰り返すことを備える
、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングすることは、前記分割ベク
トルの各々を、複数の時間領域シンボルにわたって繰り返すことを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のシンボルを備えるパケットを生成するための手段、ここにおいて、前記複数のシ
ンボルは、第１のデータレートを有する信号フィールドを備え、前記パケットは、前記第
１のデータレート以上の第２のデータレートを有する、データ部分をさらに備える、と、
　順次セグメント化プロシージャまたは分散セグメント化プロシージャのうちの１つに従
って、入力ビットベクトルを複数のシンボルベクトルにセグメント化するための手段、各
シンボルベクトルは、Ｎビットを備え、ここで、Ｎは、繰り返しなしの直交周波数分割多
重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのビット数である、と、
　順次分割プロシージャまたはラウンドロビン分割プロシージャのうちの１つに従って、
前記複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割するための手段と、
　ブロックレベルの繰り返しまたはシンボルレベルの繰り返しのうちの１つに従って、前
記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングするための手段と、
　前記パケットを送信するための手段と
　を備え、前記複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割するため
の手段は、
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　　Ｎ／Ｒ個の入力ビットの順次的なグループを各分割ベクトルに順に割り振るための手
段、ここで、Ｒは、繰り返し係数であり、各分割ベクトルにおける前記Ｎ／Ｒ個の入力ビ
ットは、前記シンボルベクトルに少なくとも部分的に基づいて順序付けられる、および
　各シンボルベクトルの各ビットをＩモジュロＲ番目の分割ベクトルに割り振るための手
段、ここで、Ｒは、繰り返し係数であり、Ｉは、各ビットのインデックス番号であり、各
ＩモジュロＲ番目の分割ベクトルは、適合するＩモジュロＲ値に関連付けられたビットを
備える、
　のうちの１つを備える、装置。
【請求項９】
　実行される場合、コンピュータに、請求項１乃至７の何れか１項に従う方法を実行させ
るコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本開示のある特定の態様は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より具体的には
、ワイヤレスネットワークにおける混合レート通信のための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　多くの電気通信システムでは、いくつかの相互作用する空間的に隔てられたデ
バイス間でメッセージを交換するために、通信ネットワークが使用される。ネットワーク
は、地理的範囲に従って分類され得、それは、例えば、メトロポリタンエリア、ローカル
エリア、またはパーソナルエリアであり得る。このようなネットワークは、ワイドエリア
ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカルエリ
アネットワーク（ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）にそれぞれ
指定され得る。ネットワークはまた、様々なネットワークノードおよびデバイスを相互接
続するために使用される交換／ルーティング技法（例えば、回線交換対パケット交換）、
送信のために用いられる物理媒体のタイプ（例えば、ワイヤード対ワイヤレス）、および
使用される通信プロトコルのセット（例えば、インターネットプロトコルスイート、ＳＯ
ＮＥＴ（同期型光ネットワーキング）、イーサネット（登録商標）など）に従って異なる
。
【０００３】
　[0003]　ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素が移動式であり、これにより動
的接続のニーズがある場合に、またはネットワークアーキテクチャが、固定式というより
はむしろ、アドホックのトポロジにおいて形成されるときに好まれることが多い。ワイヤ
レスネットワークは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域における電磁波を
使用して、無誘導伝搬モード（unguided propagation mode）で無形物理媒体を用いる。
ワイヤレスネットワークは、固定されたワイヤードネットワークと比較して、ユーザモビ
リティおよび高速なフィールド展開を有利に促進する。
【０００４】
　[0004]　複数のデバイス間でワイヤレスに通信される情報の量や複雑性が増加し続ける
につれて、物理レイヤ制御信号のために要求されるオーバヘッド帯域幅は、少なくとも直
線的に増加し続けている。物理レイヤ制御情報を搬送するために利用されるビット数は、
要求されるオーバヘッドのかなりの部分となっている。そのため、特に、複数のタイプの
トラフィックがアクセスポイントから複数の端末に同時に送られる際に、制限された通信
リソースを用いて、この物理レイヤ制御情報を搬送するために要求されるビット数を低減
することが望ましい。例えば、ワイヤレスデバイスが低レートアップリンク通信をアクセ
スポイントに送るときに、後方互換性を維持する一方、シグナリングおよびパケット取得
のために使用されるビット数を最小化することが望ましい。よって、混合レート送信のた
めの改善されたプロトコルの必要性が存在する。
【発明の概要】
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【０００５】
　[0005]　添付の特許請求の範囲内のシステム、方法、およびデバイスの様々な実装は、
いくつかの態様を各々有しており、これらのうちのどれ１つとして、単独で本明細書で説
明される望ましい属性（attributes）を担うものではない。添付の特許請求の範囲を限定
することなく、いくつかの特徴が本明細書で説明される。
【０００６】
　[0006]　本明細書で説明される主題の１つまたは複数の実装の詳細は、添付の図面およ
び下記の説明に記載される。他の特徴、様態、および利点が、説明、図面、および請求項
から明らかになるだろう。以下の図面の相対的な寸法は原寸通りに描かれていないことに
留意されたい。
【０００７】
　[0007]　本開示の１つの態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、ワイヤレ
スデバイスが、複数のシンボルを含むパケットを生成することを含む。方法は、順次セグ
メント化プロシージャまたは分散セグメント化プロシージャのうちの１つに従って、入力
ビットベクトルを複数のシンボルベクトルにセグメント化することをさらに含む。方法は
、順次分割プロシージャまたはラウンドロビン分割プロシージャのうちの１つに従って、
複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割することをさらに含む。
方法は、ブロックレベルの繰り返しまたはシンボルレベルの繰り返しのうちの１つに従っ
て、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングすることをさらに含む。方法は、
パケットを送信することをさらに含む。
【０００８】
　[0008]　様々な実施形態では、複数のシンボルは、第１のデータレートを有する信号フ
ィールドを含み得、パケットは、第１のデータレート以上の第２のデータレートを有する
データ部分をさらに含み得る。様々な実施形態では、入力ビットベクトルを複数のシンボ
ルベクトルにセグメント化することは、Ｎ個の入力ビットの順次的なグループを各シンボ
ルベクトルに順に割り振ることを含み得、ここにおいて、Ｎは、直交周波数分割多重（Ｏ
ＦＤＭ）シンボル当たりのビット数である。様々な実施形態では、入力ビットベクトルを
複数のシンボルベクトルにセグメント化することは、入力ビットの各々をＩモジュロＫ番
目のシンボルベクトルに割り振ることを含み得、ここにおいて、Ｉは各ビットのインデッ
クス番号であり、Ｋは入力ビットベクトルの長さを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シン
ボル当たりのビット数で除算した上限である。
【０００９】
　[0009]　様々な実施形態では、複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクト
ルに分割することは、Ｎ／Ｒ個の入力ビットの順次的なグループを各分割ベクトルに順に
割り振ることを含み得、ここで、Ｒは繰り返し係数（repetition factor）である。様々
な実施形態では、複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割するこ
とは、各シンボルベクトルの各ビットをＩモジュロＲ番目の分割ベクトルに割り振ること
を含み得、ここで、Ｒは繰り返し係数であり、Ｉは各ビットのインデックス番号である。
【００１０】
　[0010]　様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングする
ことは、周波数領域中で、分割ベクトルの各々を単一の時間領域シンボルにわたって繰り
返すことを含み得る。様々な実施形態では、方法は、スクランブリングシーケンスを各分
割ベクトルの１つのコピーに適用することをさらに含み得る。
【００１１】
　[0011]　様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングする
ことは、周波数領域中で、分割ベクトルの各々を複数の時間領域シンボルにわたって繰り
返すことを含み得る。様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッ
ピングすることは、分割ベクトルの各々を、複数の時間領域シンボルにわたって繰り返す
ことを含み得る。
【００１２】
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　[0012]　別の態様は、ワイヤレス通信を行うように構成された装置を提供する。装置は
、複数のシンボルを含むパケットを生成するように構成されたプロセッサを含む。プロセ
ッサは、順次セグメント化プロシージャまたは分散セグメント化プロシージャのうちの１
つに従って、入力ビットベクトルを複数のシンボルベクトルにセグメント化するようにさ
らに構成される。プロセッサは、順次分割プロシージャまたはラウンドロビン分割プロシ
ージャのうちの１つに従って、複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトル
に分割するようにさらに構成される。プロセッサは、ブロックレベルの繰り返しまたはシ
ンボルレベルの繰り返しのうちの１つに従って、分割ベクトルの各々を複数のシンボルに
マッピングするようにさらに構成される。装置は、パケットを送信するように構成された
送信機をさらに含む。
【００１３】
　[0013]　様々な実施形態では、複数のシンボルは、第１のデータレートを有する信号フ
ィールドを含み得、パケットは、第１のデータレート以上の第２のデータレートを有する
データ部分をさらに含み得る。様々な実施形態では、入力ビットベクトルを複数のシンボ
ルベクトルにセグメント化することは、Ｎ個の入力ビットの順次的なグループを各シンボ
ルベクトルに順に割り振ることを含み得、ここにおいて、Ｎは、直交周波数分割多重（Ｏ
ＦＤＭ）シンボル当たりのビット数である。様々な実施形態では、入力ビットベクトルを
複数のシンボルベクトルにセグメント化することは、入力ビットの各々をＩモジュロＫ番
目のシンボルベクトルに割り振ることを含み得、ここにおいて、Ｉは各ビットのインデッ
クス番号であり、Ｋは入力ビットベクトルの長さを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シン
ボル当たりのビット数で除算した上限である。
【００１４】
　[0014]　様々な実施形態では、複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクト
ルに分割することは、Ｎ／Ｒ個の入力ビットの順次的なグループを各分割ベクトルに順に
割り振ることを含み得、ここで、Ｒは繰り返し係数である。様々な実施形態では、複数の
シンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割することは、各シンボルベクト
ルの各ビットをＩモジュロＲ番目の分割ベクトルに割り振ることを含み得、ここで、Ｒは
繰り返し係数であり、Ｉは各ビットのインデックス番号である。
【００１５】
　[0015]　様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングする
ことは、周波数領域中で、分割ベクトルの各々を単一の時間領域シンボルにわたって繰り
返すことを含み得る。様々な実施形態では、装置は、スクランブリングシーケンスを各分
割ベクトルの１つのコピーに適用することをさらに含み得る。
【００１６】
　[0016]　様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングする
ことは、周波数領域中で、分割ベクトルの各々を複数の時間領域シンボルにわたって繰り
返すことを含み得る。様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッ
ピングすることは、分割ベクトルの各々を、複数の時間領域シンボルにわたって繰り返す
ことを含み得る。
【００１７】
　[0017]　別の態様は、ワイヤレス通信のための別の装置を提供する。装置は、複数のシ
ンボルを含むパケットを生成するための方法を含む。装置は、順次セグメント化プロシー
ジャまたは分散セグメント化プロシージャのうちの１つに従って、入力ビットベクトルを
複数のシンボルベクトルにセグメント化するための手段をさらに含む。装置は、順次分割
プロシージャまたはラウンドロビン分割プロシージャのうちの１つに従って、複数のシン
ボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割するための手段をさらに含む。装置
は、ブロックレベルの繰り返しまたはシンボルレベルの繰り返しのうちの１つに従って、
分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングするための手段をさらに含む。装置は
、パケットを送信するための手段をさらに含む。
【００１８】
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　[0018]　様々な実施形態では、複数のシンボルは、第１のデータレートを有する信号フ
ィールドを含み得、パケットは、第１のデータレート以上の第２のデータレートを有する
データ部分をさらに含み得る。様々な実施形態では、入力ビットベクトルを複数のシンボ
ルベクトルにセグメント化するための手段は、Ｎ個の入力ビットの順次的なグループを各
シンボルベクトルに順に割り振るための手段を含み得、ここにおいて、Ｎは、直交周波数
分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのビット数である。様々な実施形態では、入力ビッ
トベクトルを複数のシンボルベクトルにセグメント化するための手段は、入力ビットの各
々をＩモジュロＫ番目のシンボルベクトルに割り振るための手段を含み得、ここにおいて
、Ｉは各ビットのインデックス番号であり、Ｋは入力ビットベクトルの長さを直交周波数
分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのビット数で除算した上限である。
【００１９】
　[0019]　様々な実施形態では、複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクト
ルに分割するための手段は、Ｎ／Ｒ個の入力ビットの順次的なグループを各分割ベクトル
に順に割り振るための手段を含み得、ここで、Ｒは繰り返し係数である。様々な実施形態
では、複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割するための手段は
、各シンボルベクトルの各ビットをＩモジュロＲ番目の分割ベクトルに割り振るための手
段を含み得、ここで、Ｒは繰り返し係数であり、Ｉは各ビットのインデックス番号である
。
【００２０】
　[0020]　様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングする
ための手段は、周波数領域中で、分割ベクトルの各々を単一の時間領域シンボルにわたっ
て繰り返すための手段を含み得る。様々な実施形態では、装置は、スクランブリングシー
ケンスを各分割ベクトルの１つのコピーに適用するための手段をさらに含み得る。
【００２１】
　[0021]　様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングする
ための手段は、分割ベクトルの各々を、周波数領域中で複数の時間領域シンボルにわたっ
て繰り返すための手段を含み得る。様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシ
ンボルにマッピングするための手段は、分割ベクトルの各々を、複数の時間領域シンボル
にわたって繰り返すための手段を含み得る。
【００２２】
　[0022]　別の態様は、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。媒体は、実行される
と、装置に、複数のシンボルを含むパケットを生成させるコードを含む。媒体は、実行さ
れると、装置に、順次セグメント化プロシージャまたは分散セグメント化プロシージャの
うちの１つに従って、入力ビットベクトルを複数のシンボルベクトルにセグメント化させ
るコードをさらに含む。媒体は、実行されると、装置に、順次分割プロシージャまたはラ
ウンドロビン分割プロシージャのうちの１つに従って、複数のシンボルベクトルの各々を
２つ以上の分割ベクトルに分割させるコードをさらに含む。媒体は、実行されると、装置
に、ブロックレベルの繰り返しまたはシンボルレベルの繰り返しのうちの１つに従って、
分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングさせるコードをさらに含む。媒体は、
実行されると、装置に、パケットを送信させるコードをさらに含む。
【００２３】
　[0023]　様々な実施形態では、複数のシンボルは、第１のデータレートを有する信号フ
ィールドを含み得、パケットは、第１のデータレート以上の第２のデータレートを有する
データ部分をさらに含む。様々な実施形態では、入力ビットベクトルを複数のシンボルベ
クトルにセグメント化することは、Ｎ個の入力ビットの順次的なグループを各シンボルベ
クトルに順に割り振ることを含み得、ここにおいて、Ｎは、直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）シンボル当たりのビット数である。様々な実施形態では、入力ビットベクトルを複数
のシンボルベクトルにセグメント化することは、入力ビットの各々をＩモジュロＫ番目の
シンボルベクトルに割り振ることを含み得、ここにおいて、Ｉは各ビットのインデックス
番号であり、Ｋは入力ビットベクトルの長さを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル
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当たりのビット数で除算した上限である。
【００２４】
　[0024]　様々な実施形態では、複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクト
ルに分割することは、Ｎ／Ｒ個の入力ビットの順次的なグループを各分割ベクトルに順に
割り振ることを含み得、ここで、Ｒは繰り返し係数である。様々な実施形態では、複数の
シンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割することは、各シンボルベクト
ルの各ビットをＩモジュロＲ番目の分割ベクトルに割り振ることを含み得、ここで、Ｒは
繰り返し係数であり、Ｉは各ビットのインデックス番号である。
【００２５】
　[0025]　様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングする
ことは、周波数領域中で、分割ベクトルの各々を単一の時間領域シンボルにわたって繰り
返すことを含み得る。様々な実施形態では、媒体は、スクランブリングシーケンスを各分
割ベクトルの１つのコピーに適用することをさらに含み得る。
【００２６】
　[0026]　様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングする
ことは、周波数領域中で、分割ベクトルの各々を複数の時間領域シンボルにわたって繰り
返すことを含み得る。様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッ
ピングすることは、分割ベクトルの各々を、複数の時間領域シンボルにわたって繰り返す
ことを含み得る。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】図１は、本開示の態様が用いられ得るワイヤレス通信システムの例を図示する。
【図２】図２は、図１のワイヤレス通信システム内で用いられ得るワイヤレスデバイスに
おいて利用され得る、様々なコンポーネントを図示する。
【図３】図３は、８０２．１１システムについて利用可能なチャネルのためのチャネル割
り振りを図示する。
【図４】図４は、いくつかの既存のＩＥＥＥ ８０２．１１規格のためのデータパケット
フォーマットを図示する。
【図５】図５は、いくつかの既存のＩＥＥＥ ８０２．１１規格のためのデータパケット
フォーマットを図示する。
【図６】図６は、既存のＩＥＥＥ ８０２．１１ａｃ規格のためのフレームフォーマット
を図示する。
【図７】図７は、後方互換性のある多元接続ワイヤレス通信を可能にするために使用され
得る物理レイヤパケットの例示的な構造を図示する。
【図８】図８は、ある実施形態に従った、データの繰り返しを含む例示的なシンボルパッ
キング処理フローを図示する。
【図９】図９は、図１のワイヤレス通信システム内で用いられ得るワイヤレス通信の例示
的な方法についてのフローチャートを示す。
【詳細な説明】
【００２８】
　[0035]　新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が、添付の図面を参照して下
記にさらに十分に説明される。しかしながら、これら教示は、多くの異なる形式で具現化
され得、本開示全体を通して提示されるいずれかの具体的な構成または機能に限定される
ものとして解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が徹底的かつ完全
なものとなり、本開示の範囲が当業者に十分に伝わるように提供される。本明細書におけ
る教示に基づいて、本開示の範囲が、本発明の任意の他の態様から独立して実施されよう
と、あるいは組み合わされて実施されようと、本明細書において開示される新規のシステ
ム、装置、および方法の任意の態様をカバーするよう意図されていることを、当業者は理
解するべきである。例えば、本明細書に説明された任意の数の態様を使用して、装置が実
装され、または方法が実施され得る。加えて、本発明の範囲は、本明細書で説明される本
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発明の様々な態様に加えて、またはそれ以外の、他の構造、機能、または構造と機能を使
用して実施されるこのような装置または方法をカバーするよう意図されている。本明細書
で開示される任意の態様は、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ること
が理解されるべきである。
【００２９】
　[0036]　特定の態様が本明細書で説明されるが、これらの態様の多くのバリエーション
および置換が、本開示の範囲内に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益および利点が
述べられるが、本開示の範囲が特定の利益、使用、または目的に限定されることが意図さ
れるものではない。むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネ
ットワーク、および送信プロトコルに広く適用可能であることが意図されており、そのい
くつかは、図面および好ましい態様の下記の説明において例として図示される。詳細な説
明および図面は、限定ではなくむしろ本開示の単なる例示であり、本開示の範囲は、添付
の請求項およびそれらの均等物によって定義される。
【００３０】
　[0037]　ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワーキングプロ
トコルを用いて、近隣のデバイスをともに相互接続するために使用され得る。本明細書で
説明される様々な態様は、ＷｉＦｉ、またはより一般的には、ワイヤレスプロトコルのＩ
ＥＥＥ ８０２．１１ファミリの任意のメンバのような、任意の通信規格に適用され得る
。例えば、本明細書で説明される様々な態様は、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
通信をサポートする８０２．１１プロトコルのような、ＩＥＥＥ ８０２．１１プロトコ
ルの一部として使用され得る。
【００３１】
　[0038]　ＳＴＡのような複数のデバイスは、ＡＰと同時に通信することを可能にするた
めに有益であり得る。例えば、これは、複数のＳＴＡがＡＰからの応答をより短い時間で
受信することを可能にし得、より短い遅延でＡＰからデータを送信および受信することが
できる。これは、ＡＰが全体的により多くの数のデバイスと通信することも可能にし、ま
た帯域幅の利用をより効率的に行い得る。多元接続通信を使用することによって、ＡＰは
、例えば、８０ＭＨｚ帯域幅を介して一度に４つのデバイスにＯＦＤＭシンボルを多重化
することが可能であり得、ここで、各デバイスは、２０ＭＨｚ帯域幅を利用する。すなわ
ち、それに対して利用可能なスペクトルのより効率的な使用を行うことを可能にし得るた
め、多元接続は、いくつかの態様において有益であり得る。
【００３２】
　[0039]　ＡＰとＳＴＡとの間で送信されるシンボルの異なるサブキャリア（またはトー
ン）を異なるＳＴＡに割り当てることによって、８０２．１１ファミリのようなＯＦＤＭ
システムにおいて、このような多元接続プロトコルを実施することが提案されている。こ
の方法では、ＡＰは、単一の送信されたＯＦＤＭシンボルを用いて複数のＳＴＡと通信し
得、ここで、シンボルの異なるトーンは、異なるＳＴＡによって復号および処理され、そ
のため、複数のＳＴＡへの同時データ転送を可能にする。これらのシステムは、ＯＦＤＭ
Ａシステムと呼ばれることが多い。
【００３３】
　[0040]　このようなトーン割り振り方式は、本明細書では「高効率（high-efficiency
）」（ＨＥ）システムと呼ばれ、このような複数のトーン割り振りシステムで送信される
データパケットは、高効率（ＨＥ）パケットと呼ばれ得る。後方互換性のあるプリアンブ
ルフィールドを含むこのようなパケットの様々な構造が、下記で詳細に説明される。
【００３４】
　[0041]　新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が、添付の図面を参照して下
記にさらに十分に説明される。しかしながら、本開示は、多くの異なる形式で具現化され
得、本開示全体を通して提示されるいずれかの具体的な構成または機能に限定されるもの
として解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が徹底的かつ完全なも
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のとなり、本開示の範囲が当業者に十分に伝わるように提供される。本明細書における教
示に基づいて、本開示の範囲が、本発明の任意の他の態様から独立して実施されようと、
あるいは組み合わされて実施されようと、本明細書において開示される新規のシステム、
装置、および方法の任意の態様をカバーするよう意図されていることを、当業者は理解す
るべきである。例えば、本明細書に説明された任意の数の態様を使用して、装置が実装さ
れ、または方法が実施され得る。加えて、本発明の範囲は、本明細書で説明される本発明
の様々な態様に加えて、またはそれ以外の、他の構造、機能、または構造と機能を使用し
て実施されるこのような装置または方法をカバーするよう意図されている。本明細書で開
示される任意の態様は、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ることが理
解されるべきである。
【００３５】
　[0042]　特定の態様が本明細書で説明されるが、これらの態様の多くのバリエーション
および置換が、本開示の範囲内に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益および利点が
述べられるが、本開示の範囲が特定の利益、使用、または目的に限定されることが意図さ
れるものではない。むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネ
ットワーク、および送信プロトコルに広く適用可能であることが意図されており、そのい
くつかは、図面および好ましい態様の下記の説明において例として図示される。詳細な説
明および図面は、限定ではなくむしろ本開示の単なる例示であり、本開示の範囲は、添付
の請求項およびそれらの均等物によって定義される。
【００３６】
　[0043]　一般的なワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカル
エリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワーキ
ングプロトコルを用いて、近隣のデバイスをともに相互接続するために使用され得る。本
明細書で説明される様々な態様は、ワイヤレスプロトコルのような、任意の通信規格に適
用され得る。
【００３７】
　[0044]　いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、８０２．１１プロトコルに従って送
信され得る。いくつかの実装では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
コンポーネントである様々なデバイスを含む。例えば、アクセスポイント（「ＡＰ」）と
クライアント（局、または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）との２つのタイプのデバイスが存在
し得る。一般に、ＡＰは、ＷＬＡＮのためのハブまたは基地局としての役割を果たし、Ｓ
ＴＡは、ＷＬＡＮのユーザとしての役割を果たす。例えば、ＳＴＡは、ラップトップコン
ピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、ＳＴＡ
は、インターネットまたは他のワイドエリアネットワークへの一般的な接続を得るために
ワイヤレスリンクに準拠したＷｉＦｉを介してＡＰに接続する。いくつかの実装では、Ｓ
ＴＡはまた、ＡＰとしても使用され得る。
【００３８】
　[0045]　アクセスポイント（ＡＰ）はまた、基地局、ワイヤレスアクセスポイント、ア
クセスノード、または同様の専門用語として知られ、実施され、またはこれらを含み得る
。
【００３９】
　[0046]　局「ＳＴＡ」はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット
、モバイル局、遠隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、
ユーザ機器、または何らかの他の専門用語として知られ、実施され、またはこれらを含み
得る。従って、本明細書で教示される１つまたは複数の態様は、電話（例えば、セルラフ
ォンまたはスマートフォン）、コンピュータ（例えば、ラップトップ）、ポータブル通信
デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティングデバイス（例えば、携帯情報端
末）、エンターテインメントデバイス（例えば、音楽またはビデオデバイス、あるいは衛
星ラジオ）、ゲームデバイスまたはシステム、全地球測位システムデバイス、またはワイ
ヤレス媒体を介するネットワーク通信のために構成された任意の他の適切なデバイスに組
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み込まれ得る。
【００４０】
　[0047]　上述されるように、本明細書で説明されるデバイスのうちのある特定のものは
、例えば、８０２．１１規格を実施し得る。このようなデバイスは、ＳＴＡまたはＡＰと
して使用されようと、あるいは他のデバイスとして使用されようと、スマートメータリン
グのために、またはスマートグリッドネットワーク（smart grid network）において使用
され得る。このようなデバイスは、センサアプリケーションを提供し得るか、またはホー
ムオートメーション（home automation）で使用され得る。これらデバイスは、代わりに
または加えて、例えば、個人のヘルスケアのためにヘルスケアコンテキストにおいて使用
され得る。これらはまた、（例えば、ホットスポットとともに使用するために）拡張され
た範囲のインターネット接続を可能にするための、または機械間の通信を実施するための
、監視（surveillance）のために使用され得る。
【００４１】
　[0048]　図１は、本開示の態様が用いられ得るワイヤレス通信システムの例１００を図
示する。ワイヤレス通信システム１００は、例えば、８０２．１１ａｈ、８０２．１１ａ
ｃ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ｇ、および８０２．１１ｂ規格のうちの少なくとも１
つのワイヤレス規格に準じて動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、例えば、８
０２．１１ａｘ規格のような高効率ワイヤレス規格に準じて動作し得る。ワイヤレス通信
システム１００は、ＡＰ １０４を含み得、それは、ＳＴＡ １０６Ａ－１０６Ｄ（本明細
書では、総称してＳＴＡ １０６と呼ばれ得る）と通信する。
【００４２】
　[0049]　様々な処理および方法が、ワイヤレス通信システム１００における送信のため
に、ＡＰ １０４とＳＴＡ １０６Ａ－１０６Ｄとの間で使用され得る。例えば、信号は、
ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技法に従って、ＡＰ １０４とＳＴＡ １０６Ａ－１０６Ｄとの間で
送受信され得る。この場合、ワイヤレス通信システム１００は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシ
ステムと呼ばれ得る。代替的に、信号は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）技法に従って、
ＡＰ １０４と１０６Ａ－１０６Ｄとの間で送受信され得る。この場合、ワイヤレス通信
システム１００は、ＣＤＭＡシステムと呼ばれ得る。
【００４３】
　[0050]　ＡＰ １０４からＳＴＡ １０６Ａ－１０６Ｄのうちの１つまたは複数ヘの送信
を容易にする通信リンクは、ダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれ、ＳＴＡ １０６Ａ－
１０６Ｄのうちの１つまたは複数からＡＰ １０４への送信を容易にする通信リンクは、
アップリンク（ＵＬ）１１０と呼ばれ得る。代替的に、ダウンリンク１０８は、順方向リ
ンクまたは順方向チャネルと呼ばれ、アップリンク１１０は、逆方向リンクまたは逆方向
チャネルと呼ばれ得る。
【００４４】
　[0051]　ＡＰ １０４は、基地局として動作し、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２
におけるワイヤレス通信カバレッジを提供し得る。ＡＰ １０４に関連付けられ、かつ通
信のためにＡＰ １０４を使用するＳＴＡ １０６Ａ－１０６Ｄとともに、ＡＰ １０４は
基本サービスセット（ＢＳＳ）と呼ばれ得る。ワイヤレス通信システム１００は、中央の
ＡＰ １０４を有していない可能性があるが、むしろＳＴＡ １０６Ａ－１０６Ｄ間のピア
・ツー・ピアネットワークとして機能し得ることに留意されたい。従って、本明細書で説
明されるＡＰ １０４の機能は、代替的に、ＳＴＡ １０６Ａ－１０６Ｄのうちの１つまた
は複数によって行われ得る。
【００４５】
　[0052]　いくつかの態様では、ＳＴＡ １０６は、ＡＰ １０４に通信を送るおよび／ま
たはＡＰ １０４から通信を受信するために、ＡＰ １０４との関連付けを行うよう要求さ
れ得る。一態様では、関連付けのための情報は、ＡＰ １０４によるブロードキャスト中
に含まれる。このようなブロードキャストを受信するために、ＳＴＡ １０６は、例えば
、カバレッジ領域を通じて広範囲のカバレッジサーチを行い得る。サーチはまた、ＳＴＡ
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 １０６によって、例えば灯台のような方法（lighthouse fashion）でカバレッジ領域を
スイープすること（sweeping）によって行われ得る。関連付けのための情報を受信した後
、ＳＴＡ １０６は、関連付けプローブまたは要求のような、基準信号をＡＰ １０４に送
信し得る。いくつかの態様では、ＡＰ １０４は、例えば、インターネットまたは公共交
換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）のような、より大きなネットワークと通信するためにバ
ックホールサービスを使用し得る。
【００４６】
　[0053]　一実施形態では、ＡＰ １０４は、ＡＰ高効率ワイヤレスコントローラ（ＨＥ
Ｗ：high efficiency wireless controller）１５４を含む。ＡＰ ＨＥＷ １５４は、８
０２．１１プロトコルを使用してＡＰ １０４とＳＴＡ １０６Ａ－１０６Ｄとの間の通信
を可能にするために、本明細書で説明される動作のうちのいくつかまたは全てを行い得る
。ＡＰ ＨＥＷ １５４の機能は、図２－９に関して下記により詳細に説明される。
【００４７】
　[0054]　代替的にまたは追加的に、ＳＴＡ １０６Ａ－１０６Ｄは、ＳＴＡ ＨＥＷ １
５６を含み得る。ＳＴＡ ＨＥＷ １５６は、８０２．１１プロトコルを使用してＳＴＡ 
１０６Ａ－１０６ＤとＡＰ １０４との間の通信を可能にするために、本明細書で説明さ
れる動作のうちのいくつかまたは全てを行い得る。ＳＴＡ ＨＥＷ １５６の機能は、図２
－９に関して下記により詳細に説明される。
【００４８】
　[0055]　図２は、図１のワイヤレス通信システム内で用いられ得るワイヤレスデバイス
２０２において利用され得る、様々なコンポーネントを図示する。ワイヤレスデバイス２
０２は、本明細書で説明される様々な方法を実施するように構成され得るデバイスの一例
であり得る。例えば、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ １０４、またはＳＴＡ １０６
Ａ－１０６Ｄのうちの１つを含み得る。
【００４９】
　[0056]　ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプ
ロセッサ２０４を含み得る。プロセッサ２０４はまた、中央処理装置（ＣＰＵ）またはハ
ードウェアプロセッサと呼ばれ得る。読取専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）、またはその両方を含み得るメモリ２０６は、命令およびデータをプロセッ
サ２０４に提供する。メモリ２０６の一部はまた、不揮発性ランダムアクセスメモリ（Ｎ
ＶＲＡＭ）を含み得る。プロセッサ２０４は通常、メモリ２０６内に記憶されたプログラ
ム命令に基づいて、論理および算術演算を行う。メモリ２０６中の命令は、本明細書で説
明される方法を実施するために実行可能であり得る。
【００５０】
　[0057]　プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサで実施される処理システム
のコンポーネントであり得るか、またはそれを含み得る。１つまたは複数のプロセッサは
、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、コントローラ、ステートマシン、ゲート論理、離散ハードウェアコンポーネン
ト、専用ハードウェア有限ステートマシン、あるいは計算または情報の他の操作を行い得
る任意の他の適切なエンティティの任意の組み合わせを用いて実施され得る。
【００５１】
　[0058]　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための非一時的な機械可読媒体
を含み得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロ
コード、ハードウェア記述言語で呼ばれようと、あるいはその他のもので呼ばれようと、
任意のタイプの命令を意味するように広く解釈されるべきである。命令は、（例えば、ソ
ースコードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、
または任意の他の適切なコードのフォーマットにおける）コードを含み得る。これら命令
は、１つまたは複数のプロセッサによって実行されるとき、本明細書で説明される様々な
機能を処理システムに行わせる。
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【００５２】
　[0059]　ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔ロケーシ
ョンとの間のデータの送受信を可能にする送信機２１０および受信機２１２を含み得る、
ハウジング２０８を含み得る。送信機２１０および受信機２１２は、トランシーバ２１４
に統合され得る。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に取り付けられ、トランシーバ２
１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス２０２はまた、複数の送信機、複数の
受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナを含み得、それらは、例え
ば、他入力多出力（ＭＩＭＯ）通信の間に利用され得る。
【００５３】
　[0060]　ワイヤレスデバイス２０２はまた、トランシーバ２１４によって受信される信
号のレベルを検出および定量化しようとするために使用され得る信号検出器２１８を含み
得る。信号検出器２１８は、総エネルギー、シンボル当たりのサブキャリアごとのエネル
ギー、電力スペクトル密度、および他の信号のような信号を検出し得る。ワイヤレスデバ
イス２０２はまた、信号を処理する際に使用するための、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）２２０を含み得る。ＤＳＰ ２２０は、送信のためのデータユニットを生成するよう
に構成され得る。いくつかの態様では、データユニットは、物理レイヤデータユニット（
ＰＰＤＵ）を含み得る。いくつかの態様では、ＰＰＤＵは、パケットまたはフレームと呼
ばれる。
【００５４】
　[0061]　ワイヤレスデバイス２０２はさらに、いくつかの態様においてユーザインター
フェース２２２を含み得る。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロフ
ォン、スピーカ、および／またはディスプレイを含み得る。ユーザインターフェース２２
２は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を搬送するおよび／またはユーザからの
入力を受信する任意の要素またはコンポーネントを含み得る。
【００５５】
　[0062]　ワイヤレスデバイス２０２の様々なコンポーネントは、バスシステム２２６に
よって連結され得る。バスシステム２２６は、データバスを含み得、同様に、データバス
に加えて、例えば、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含み得る。当
業者は、ワイヤレスデバイス２０２のコンポーネントが連結され得るか、あるいは何らか
の他のメカニズムを使用して互いに入力を受け取るまたは提供し得ることを理解するだろ
う。
【００５６】
　[0063]　いくつかの別個のコンポーネントが図２に図示されているが、コンポーネント
のうちの１つまたは複数が組み合わされるか、または一般的に実装され得ることを、当業
者は理解するだろう。例えば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上述され
る機能を実施するだけでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ ２２０に関して
上述される機能を実施するためにも使用され得る。さらに、図２に図示されるコンポーネ
ントの各々は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【００５７】
　[0064]　上述されるように、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ １０４またはＳＴＡ 
１０６Ａ－１０６Ｄのうちの１つを含み得、通信を送信および／または受信するために使
用され得る。ワイヤレスネットワーク中のデバイス間で交換される通信は、パケットまた
はフレームを含み得るデータユニットを含み得る。いくつかの態様では、データユニット
は、データフレーム、制御フレーム、および／または管理フレームを含み得る。データフ
レームは、データをＡＰおよび／またはＳＴＡから他のＡＰおよび／またはＳＴＡに送信
するために使用され得る。制御フレームは、様々な動作を行うためにおよびデータを確実
に配信する（例えば、データの受信、ＡＰのポーリング、エリアクリアリング動作、チャ
ネル取得、キャリア検知維持機能などをアクノレッジする）ために、データフレームとと
もに使用され得る。管理フレームは、様々な監督機能（例えば、ワイヤレスネットワーク
に参加する、およびワイヤレスネットワークから離れるなど）のために使用され得る。
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【００５８】
　[0065]　図３は、８０２．１１システムについて利用可能なチャネルのためのチャネル
割り振りを図示する。様々なＩＥＥＥ ８０２．１１システムは、５、１０、２０、４０
、８０、および１６０ＭＨｚチャネルのような異なるサイズのいくつかのチャネルをサポ
ートする。例えば、また８０２．１１ａｃデバイスは、２０、４０、および８０ＭＨｚチ
ャネル帯域幅の受信および送信をサポートし得る。より広いチャネルは、２つの隣接する
より狭いチャネルを含み得る。例えば、８０ＭＨｚチャネルは、２つの隣接する４０ＭＨ
ｚチャネルを含み得る。現在実施されているＩＥＥＥ ８０２．１１システムでは、２０
ＭＨｚチャネルは、３１２．５ｋＨｚだけ互いに間隔を空けた６４のサブキャリアを含む
。これらのサブキャリアのうち、より小さい数は、データを搬送するために使用され得る
。例えば、２０ＭＨｚチャネルは、－１から－２８および１から２８のナンバリングされ
たサブキャリア、すなわち５６のサブキャリアを送信することを含み得る。これらのキャ
リアのいくつかはまた、パイロット信号を送信するために使用され得る。
【００５９】
　[0066]　図４および図５は、いくつかの既存のＩＥＥＥ ８０２．１１規格のためのデ
ータパケットフォーマットを図示する。始めに図４を見ると、ＩＥＥＥ ８０２．１１ａ
、１１ｂ、および１１ｇのためのパケットフォーマットが図示されている。このフレーム
は、ショートトレーニングフィールド４２２、ロングトレーニングフィールド４２４、お
よび信号フィールド４２６を含む。トレーニングフィールドはデータを送信しないが、こ
れらはデータフィールド４２８中のデータを復号するために、ＡＰと受信ＳＴＡとの間の
同期を可能にする。
【００６０】
　[0067]　信号フィールド４２６は、ＡＰからＳＴＡに、配信されるパケットの性質（na
ture）についての情報を配信する。ＩＥＥＥ ８０２．１１ａ／ｎ／ａｃデバイスでは、
信号フィールドは２４ビットの長さを有し、１／２のコードレートおよびＢＰＳＫ変調を
使用する６Ｍｂ／ｓレートで単一のＯＦＤＭシンボルとして送信される。ＳＩＧフィール
ド４２６中の情報は、パケット中のデータの変調方式（例えば、ＢＰＳＫ、１６ＱＡＭ、
６４ＱＡＭなど）を説明する４ビットと、パケット長についての１２ビットとを含む。こ
の情報は、パケットがＳＴＡを対象とするときに、そのパケット中のデータを復号するた
めに、ＳＴＡによって使用される。パケットが特定のＳＴＡを対象としていないときには
、ＳＴＡは、ＳＩＧシンボル４２６の長さフィールドにおいて定義される時間期間の間、
いずれの通信試行（communication attempts）も延期し得、電力を節約するために、最大
で約５．５ミリ秒のパケット期間の間、スリープモードに入り得る。
【００６１】
　[0068]　特徴がＩＥＥＥ ８０２．１１に追加されると、ＳＴＡに追加の情報を提供す
るために、データパケット中のＳＩＧフィールドのフォーマットに対する変更が開発され
た。図５は、ＩＥＥＥ ８０２．１１ｎパケットのためのパケット構造を示す。ＩＥＥＥ
．８０２．１１規格への１１ｎの追加は、ＩＥＥＥ．８０２．１１に互換性のあるデバイ
スに対してＭＩＭＯ機能を追加した。ＩＥＥＥ ８０２．１１ａ／ｎ／ａｃデバイスとＩ
ＥＥＥ ８０２．１１ｎデバイスとの両方を含むシステムに後方互換性を提供するために
、ＩＥＥＥ ８０２．１１ｎシステムのためのデータパケットはまた、以前のシステムの
ＳＴＦ、ＬＴＦ、およびＳＩＧフィールドも含んでおり、それらが「レガシ（legacy）」
フィールドであることを示すためのプレフィックスＬを用いて、Ｌ－ＳＴＦ ４２２、Ｌ
－ＬＴＦ ４２４、およびＬ－ＳＩＧ ４２６と記載される。ＩＥＥＥ ８０２．１１ｎ環
境において必要とされる情報をＳＴＡに提供するために、２つの追加の信号シンボル４４
０および４４２がＩＥＥＥ ８０２．１１ｎデータパケットに追加された。しかしながら
、ＳＩＧフィールドおよびＬ－ＳＩＧフィールド４２６とは対照的に、これらの信号フィ
ールドは、回転されたＢＰＳＫ変調（ＱＢＰＳＫ変調とも呼ばれる）を使用した。ＩＥＥ
Ｅ ８０２．１１ａ／ｎ／ａｃで動作するように構成されたレガシデバイスがこのような
パケットを受信するときに、それは、正常な１１ａ／ｎ／ａｃパケットとしてＬ－ＳＩＧ
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フィールド４２６を受信および復号し得る。しかしながら、Ｌ－ＳＩＧフィールド４２６
の後のデータパケットのフォーマットが１１ａ／ｎ／ａｃパケットのフォーマットとは異
なるため、デバイスが追加のビットを復号し続けると、それらはうまく復号されない可能
性があり、この処理の間にそのデバイスによって行われるＣＲＣチェックが失敗する可能
性がある。これは、そのパケットを処理することをこれらのレガシデバイスに止めさせる
が、さらに、最初に復号されたＬ－ＳＩＧ中のロングフィールドによって定義された時間
期間が経過するまで、いずれの追加の動作も延期させる。対照的に、ＩＥＥＥ ８０２．
１１ｎと互換性のある新規のデバイスは、ＨＴ－ＳＩＧフィールド中の回転された変調を
感知し、そのパケットを８０２．１１ｎパケットとして処理し得る。さらに、１１ｎデバ
イスは、Ｌ－ＳＩＧ ４２６の後に続くシンボル中でＱＢＰＳＫ以外のいずれかの変調を
感知する場合に、それを１１ａ／ｎ／ａｃパケットとして無視することができるため、パ
ケットが１１ａ／ｎ／ａｃデバイスを対象としていると見分けることができる。ＨＴ－Ｓ
ＩＧ１およびＳＩＧ２シンボルの後に、ＭＩＭＯ通信に適した追加のトレーニングフィー
ルドが提供され、その後にデータ４２８が続く。
【００６２】
　[0069]　図６は、ＩＥＥＥ ８０２．１１ファミリにマルチユーザＭＩＭＯ機能を追加
した、既存のＩＥＥＥ ８０２．１１ａｃ規格のためのフレームフォーマットを図示する
。ＩＥＥＥ ８０２．１１ｎと同様に、８０２．１１ａｃフレームは、同じレガシショー
トトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴＦ）４２２およびロングトレーニングフィールド（
Ｌ－ＬＴＦ）４２４を含む。８０２．１１ａｃフレームはまた、上述されるようなレガシ
信号フィールドＬ－ＳＩＧ ４２６を含む。
【００６３】
　[0070]　次に、８０２．１１ａｃフレームは、長さが２シンボルの超高スループット信
号（Very High Throughput Signal）（ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１ ４５０およびＡ２ ４５２
）フィールドを含む。この信号フィールドは、１１ａ／ｎ／ａｃおよび１１ｎデバイスに
は存在しない１１ａｃの特徴に関連する追加の構成情報を提供する。ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ
の第１のＯＦＤＭシンボル４５０は、パケットをリッスンしている（listening）任意の
８０２．１１ｎデバイスが、そのパケットが８０２．１１ａパケットであると確信するこ
とができるように、ＢＰＳＫを使用して変調され得、Ｌ－ＳＩＧ ４２６の長さフィール
ドにおいて定義されるようなパケット長の持続時間の間、そのパケットのために延期し（
defer to the packet）得る。１１／ｇに従って構成されるデバイスは、Ｌ－ＳＩＧ ４２
６フィールドの後に続くサービスフィールドおよびＭＡＣヘッダを予期し得る。それらが
これを復号しようと試みるとき、１１ｎパケットが１１ａ／ｎ／ａｃデバイスによって受
信されるときのプロシージャと同様の方式でＣＲＣ失敗が発生し得、１１ａ／ｎ／ａｃデ
バイスはまた、Ｌ－ＳＩＧフィールド４２６において定義される期間の間、延期し得る。
ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａの第２のシンボル４５２は、９０度回転されたＢＰＳＫで変調される
。この回転された第２のシンボルは、８０２．１１ａｃデバイスがパケットを８０２．１
１ａｃパケットとして識別することを可能にする。ＶＨＴ－ＳＩＧ Ａ１ ４５０およびＡ
２ ４５２フィールドは、帯域幅モード関する情報、単一ユーザの場合のための変調およ
びコーディング方式（ＭＣＳ）関する情報、空間時間ストリームの数（ＮＳＴＳ）関する
情報、および他の情報を含む。ＶＨＴ－ＳＩＧ Ａ１ ４５０およびＡ２ ４５２はまた、
「１」に設定された、いくつかの予約済みビットを含み得る。レガシフィールドと、ＶＨ
Ｔ－ＳＩＧ Ａ１およびＡ２フィールドとは、利用可能な帯域幅の各２０ＭＨｚを通じて
複製され得る。複製は、正確なコピーを作成するまたは正確なコピーであることを意味す
るように構成され得るが、本明細書で説明されるように、フィールドなどが複製されると
きに、ある特定の差分が存在し得る。
【００６４】
　[0071]　ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａの後、８０２．１１ａｃパケットは、ＶＨＴ－ＳＴＦを含
み得、それは、他入力多出力（ＭＩＭＯ）送信中の自動利得制御推定を改善するように構
成される。８０２．１１ａｃパケットの次の１から８フィールドは、ＶＨＴ－ＬＴＦであ
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り得る。これらは、ＭＩＭＯチャネルを推定し、次に、受信した信号を均一化するために
使用され得る。送られるＶＨＴ－ＬＴＦの数は、ユーザ当たりの空間ストリームの数以上
であり得る。最後に、データフィールドの前のプリアンブル中の最後のフィールドが、Ｖ
ＨＴ－ＳＩＧ－Ｂ ４５４である。このフィールドは、ＢＰＳＫ変調され、パケット中の
有用なデータの長さに関する情報を提供し、マルチユーザ（ＭＵ）ＭＩＭＯパケットの場
合には、ＭＣＳを提供する。シングルユーザ（ＳＵ）の場合には、このＭＣＳ情報は、代
わりにＶＨＴ－ＳＩＧ Ａ２中に含まれる。ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ｂの後に続いて、データシ
ンボルが送信される。
【００６５】
　[0072]　８０２．１１ａｃは、様々な新規の特徴を８０２．１１ファミリに導入し、１
１／ｇ／ｎデバイスと後方互換性のあるプリアンブル設計を用いたデータパケットを含み
、１１ａｃの新規の特徴を実装するのに必要な情報も提供したが、多元接続のためのＯＦ
ＤＭＡトーン割り振りについての構成情報は、１１ａｃデータパケット設計によって提供
されていない。ＩＥＥＥ ８０２．１１、またはＯＦＤＭサブキャリアを使用する任意の
他のワイヤレスネットワークプロトコルのうちのいずれかの将来のバージョンにおいて、
そのような特徴を実装するために、新規のプリアンブル構成が望まれる。
【００６６】
　[0073]　図７は、後方互換性のある多元接続ワイヤレス通信を可能にするために使用さ
れ得る物理レイヤパケットの例示的な構造を図示する。この物理レイヤパケットの例では
、Ｌ－ＳＴＦ ４２２、Ｌ－ＬＴＦ ４２４、およびＬ－ＳＩＧ ４２６を含むレガシプリ
アンブルが含まれる。様々な実施形態では、Ｌ－ＳＴＦ ４２２、Ｌ－ＬＴＦ ４２４、お
よびＬ－ＳＩＧ ４２６の各々は、２０ＭＨｚを使用して送信され得、ＡＰ １０４（図１
）が使用するスペクトルの各２０ＭＨｚのために複数のコピーが送信され得る。当業者は
、図示された物理レイヤパケットが追加のフィールドを含み、複数のフィールドが、再配
置、削除、および／またはリサイズされ、またフィールドのコンテンツが変更され得るこ
とを理解するだろう。
【００６７】
　[0074]　このパケットはまた、ＨＥ－ＳＩＧ０シンボル４５５、および１つまたは複数
のＨＥ－ＳＩＧ１Ａシンボル４５７（長さが可変であり得る）、および任意のＨＥ－ＳＩ
Ｇ１Ｂシンボル４５９（図６のＶＨＴ－ＳＩＧ １Ｂフィールド４５４に類似し得る）を
含む。様々な実施形態では、これらのフィールドの構成は、ＩＥＥＥ ８０２．１１ａ／
ｂ／ｇ／ｎ／ａｃデバイスと後方互換性があり得、また、パケットがＨＥパケットである
ことをＯＦＤＭＡ ＨＥデバイスにシグナリングし得る。ＩＥＥＥ ８０２．１１ａ／ｂ／
ｇ／ｎ／ａｃデバイスと後方互換性があるように、これらのシンボルの各々に関して適切
な変調が使用され得る。いくつかの実装では、ＨＥ－ＳＩＧ０フィールド４５５は、ＢＰ
ＳＫ変調で変調され得る。これはまた、ＢＰＳＫ変調されたそれらの第１のＳＩＧシンボ
ルを有する、８０２．１１ａｃパケットを用いた現在のケースと同じ効果を８０２．１１
ａ／ｂ／ｇ／ｎデバイスにもたらし得る。これらのデバイスについて、次に続くＨＥ－Ｓ
ＩＧシンボル４５７に何の変調が行われるかは重要ではない。様々な実施形態では、ＨＥ
－ＳＩＧ０フィールド４５５は、変調され、複数のチャネルにわたって繰り返され得る。
【００６８】
　[0075]　様々な実施形態では、ＨＥ－ＳＩＧ１Ａフィールド４５７は、ＢＰＳＫ変調さ
れるかまたはＱＢＰＳＫ変調され得る。ＢＰＳＫ変調される場合、１１ａｃデバイスは、
パケットが８０２．１１ａ／ｎ／ａｃパケットであると見なし、パケットを処理すること
を止め、Ｌ－ＳＩＧ ４２６の長さフィールドによって定義される時間の間、延期し得る
。ＱＢＰＳＫ変調される場合、８０２．１１ａｃデバイスは、プリアンブル処理の間、Ｃ
ＲＣ誤差を生成し、また、パケットを処理することを止め、Ｌ－ＳＩＧの長さフィールド
によって定義される時間の間、延期し得る。これがＨＥパケットであることをＨＥデバイ
スにシグナリングするために、ＨＥ－ＳＩＧ１Ａ ４５７の少なくとも第１のシンボルが
、ＱＢＰＳＫ変調され得る。
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【００６９】
　[0076]　ＯＦＤＭＡ多元接続通信を確立するため必要な情報は、ＨＥ－ＳＩＧフィール
ド４５５、４５７、および４５９中で様々な位置に置かれ得る。様々な実施形態では、Ｈ
Ｅ－ＳＩＧ０ ４５５は、持続時間インジケーション、帯域幅インジケーション（例えば
、２ビットであり得る）、ＢＳＳ色ＩＤ（例えば、３ビットであり得る）、ＵＬ／ＤＬイ
ンジケーション（例えば、１ビットフラグであり得る）、サイクリック冗長検査（ＣＲＣ
）（例えば、４ビットであり得る）、およびクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）イン
ジケーション（例えば、２ビットであり得る）のうちの１つまたは複数を含み得る。
【００７０】
　[0077]　様々な実施形態では、ＨＥ－ＳＩＧ１フィールド４５７は、ＯＦＤＭＡ動作の
ためのトーン割り振り情報を含み得る。図７の例は、４人の異なるユーザが、トーンの特
定のサブバンドおよび特定の数のＭＩＭＯ空間時間ストリームを各々割り当てられること
を可能にし得る。様々な実施形態では、１２ビットの空間時間ストリーム情報は、１～８
のストリームが各自に割り当てられ得るように、４人のユーザの各々のための３ビットを
可能にする。１６ビットの変調タイプデータは、４人のユーザの各々のための４ビットを
可能にし、４人のユーザの各々のための１６の異なる変調方式（１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ
など）のうちのいずれか１つの割り当てを可能にする。１２ビットのトーン割り振りデー
タは、特定のサブバンドが４人のユーザの各々に割り当てられることを可能にする。
【００７１】
　[0078]　サブバンド（本明細書ではサブチャネルとも呼ばれる）割り振りのためのＳＩ
Ｇフィールド方式の一例は、サブバンドトーンを４人のユーザの各々に割り振るための１
０ビットの情報と同様に、６ビットのグループＩＤフィールドを含む。パケットを配信す
るために使用される帯域幅は、いくつかの数のＭＨｚの倍数でＳＴＡに割り振られ得る。
例えば、帯域幅は、Ｂ ＭＨｚの倍数でＳＴＡに割り振られ得る。Ｂの値は、１、２、５
、１０、１５、または２０ＭＨｚのような値であり得る。Ｂの値は、２ビット割り振り粒
度フィールド（allocation granularity field）によって提供され得る。例えば、ＨＥ－
ＳＩＧ１Ａ ４５７は、１つの２ビットフィールドを含み得、それは、Ｂの４つの起こり
得る値を可能にする。例えば、Ｂの値は、５、１０、１５、または２０ＭＨｚであり得、
割り振り粒度フィールド中の０～３の値に対応する。いくつかの態様では、０からＮまで
の数を定義する、Ｂの値をシグナリングするための、ｋビットのフィールドが使用され得
、ここで、０は最も自由度の低いオプション（the least flexible option）（最大粒度
）を表し、高いＮの値は、最も自由度の高い（the most flexible option）オプション（
最小粒度）を表す。各Ｂ ＭＨｚ部分は、サブバンドと呼ばれ得る。
【００７２】
　[0079]　ＨＥ－ＳＩＧ１Ａ ４５７はさらに、各ＳＴＡに割り振られたサブバンドの数
を示すために、ユーザ当たり２ビットを使用し得る。これは、０～３のサブバンドが各ユ
ーザに割り振られることを可能にし得る。グループＩＤ（Ｇ＿ＩＤ）は、ＳＴＡを識別す
るために使用され得、それは、ＯＦＤＭＡパケット中でデータを受信し得る。この６ビッ
トのＧ＿ＩＤは、この例では、特定の順序で最大４つのＳＴＡを識別し得る。
【００７３】
　[0080]　ＨＥ－ＳＩＧシンボルの後に送られるトレーニングフィールドおよびデータは
、各ＳＴＡに割り振られたトーンに従って、ＡＰによって配信され得る。この情報は、潜
在的にビームフォーミングされ得る。この情報をビームフォーミングすることは、より正
確な復号を行うことを可能にすること、および／またはビームフォーミングされていない
送信よりもより大きな範囲を提供することなどの、ある特定の利益を有し得る。
【００７４】
　[0081]　各ユーザに割り当てられた空間時間ストリームに依存して、異なるユーザが、
異なる数のＨＥ－ＬＴＦ ４６５を使用し得る。各ＳＴＡは、そのＳＴＡに関連付けられ
た各空間ストリームについてのチャネル推定を可能にするＨＥ－ＬＴＦ ４６５の数を使
用し得、それらは、一般に、空間ストリームの数以上であり得る。ＬＴＦはまた、周波数
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オフセット推定および時間同期のために使用され得る。異なるＳＴＡが異なる数のＨＥ－
ＬＴＦを受信し得るため、シンボルは、いくつかのトーン上にＨＥ－ＬＴＦ情報を含み、
他のトーン上にデータを含むＡＰ １０４（図１）から送信され得る。
【００７５】
　[0082]　いくつかの態様では、同じＯＦＤＭシンボル上でＨＥ－ＬＴＦ情報とデータと
の両方を送ることは、問題がある場合がある。例えば、これは、ピーク対平均電力比（Ｐ
ＡＰＲ）を非常に高いレベルに増大させ得る。そのため、少なくとも要求された数のＨＥ
－ＬＴＦ ４６５を各ＳＴＡが受信するまで、送信されたシンボルの全てのトーン上でＨ
Ｅ－ＬＴＦ ４６５を代わりに送信することが有益であり得る。例えば、各ＳＴＡは、Ｓ
ＴＡに関連付けられた空間ストリームごとに１つのＨＥ－ＬＴＦ ４６５を受信する必要
があり得る。そのため、ＡＰは、任意のＳＴＡに割り当てられた空間ストリームの最大数
と等しいＨＥ－ＬＴＦ ４６５の数を各ＳＴＡに送信するように構成され得る。例えば、
３つのＳＴＡは単一の空間ストリームを割り当てられるが、４番目のＳＴＡは３つの空間
ストリームを割り当てられる場合、この態様では、ＡＰは、ペイロードデータを含むシン
ボルを送信する前に、ＨＥ－ＬＴＦ情報の４つのシンボルを４つのＳＴＡの各々に送信す
るように構成され得る。
【００７６】
　[0083]　任意の所与のＳＴＡに割り当てられたトーンは必ずしも隣接している必要はな
い。例えば、いくつかの実装では、異なる受信ＳＴＡのサブバンドがインターリーブされ
得る。例えば、ユーザ１およびユーザ２の各々が３つのサブバンドを受信する一方、ユー
ザ４が２つのサブバンドを受信する場合、これらのサブバンドは、ＡＰ帯域幅全体にわた
ってインターリーブされ得る。例えば、これらのサブバンドは、１、２、４、１、２、４
、１、２のような順でインターリーブされ得る。いくつかの態様では、サブバンドをイン
ターリーブする他の方法もまた使用される。いくつかの態様では、サブバンドをインター
リーブすることは、干渉の悪影響、または特定のサブバンド上の特定のデバイスからの受
信不良の影響（effect of poor reception）を低減し得る。いくつかの態様では、ＡＰは
、ＳＴＡが好むサブバンド上でＳＴＡに送信し得る。例えば、ある特定のＳＴＡは、いく
つかのサブバンド中で他のサブバンドよりもより良好な受信を有し得る。そのため、ＡＰ
は、どのサブバンドのＳＴＡがより良好な受信を有し得るかに少なくとも部分的に基づい
て、ＳＴＡに送信し得る。いくつかの態様では、サブバンドはまた、インターリーブされ
ない可能性もある。例えば、サブバンドは、代わりに１，１、１、２、２、２、４、４の
ように送信され得る。いくつかの態様では、サブバンドがインターリーブされるか否かあ
らかじめ定義され得る。
【００７７】
　[0084]　図７の例では、ＨＥ－ＳＩＧ０ ４５５のシンボル変調は、パケットがＨＥパ
ケットであることをＨＥデバイスにシグナリングするために使用され得る。パケットがＨ
ＥパケットであることをＨＥデバイスにシグナリングする他の方法もまた使用され得る。
図７の例では、Ｌ－ＳＩＧ ４２６は、ＨＥプリアンブルがレガシプリアンブルの後に続
き得るようＨＥデバイスに指示する情報を含み得る。例えば、Ｌ－ＳＩＧ ４２６は、Ｌ
－ＳＩＧ ４２６の間に、Ｑ信号に敏感なＨＥデバイスに、次に続くＨＥプリアンブルの
存在を示す、Ｑレール上の低エネルギーの１ビットコードを含み得る。パケットを送信す
るために、ＡＰによって使用される全てのトーンにわたって単一のビット信号が拡散され
得るため、振幅が非常に小さいＱ信号（very low amplitude Q signal）が使用され得る
。このコードは、ＨＥプリアンブル／パケットの存在を検出するために、高効率デバイス
によって使用され得る。レガシデバイスのＬ－ＳＩＧ ４２６検出感度は、Ｑレール上の
この低エネルギコードによって実質的に必ずしも影響を受けない。そのため、これらのデ
バイスがＬ－ＳＩＧ ４２６を読み取ることができ、コードの存在を検知しない一方、Ｈ
Ｅデバイスは、コードの存在を検出することができる。この実装では、全てのＨＥ－ＳＩ
Ｇフィールドは、所望される場合、ＢＰＳＫ変調され得、このＬ－ＳＩＧシグナリングと
ともに、レガシ互換性に関連した本明細書で説明される技法のいずれかが使用され得る。



(18) JP 6779872 B2 2020.11.4

10

20

30

40

50

【００７８】
　[0085]　様々な実施形態では、いずれのＨＥ－ＳＩＧフィールド４５５－４５９も、各
多重化されたユーザについてのユーザ固有変調タイプを定義するビットを含み得る。例え
ば、任意のＨＥ－ＳＩＧ１Ｂ ４５９フィールドは、各変調されたユーザについてのユー
ザ固有変調タイプを定義するビットを含み得る。
【００７９】
　[0086]　いくつかの実施形態では、ＨＥＷ ＳＴＡ １０６は、レガシＳＴＡのものの４
倍のシンボル持続時間を使用して通信し得る。従って、送信される各シンボルは、持続時
間が４倍の長さであり得る。より長いシンボル持続時間を使用するときに、個々のトーン
の各々は、送信される帯域幅の４分の１のみを要求し得る。例えば、様々な実施形態では
、１ｘのシンボル持続時間は４マイクロ秒であり得、４ｘのシンボル持続時間は１６マイ
クロ秒であり得る。そのため、様々な実施形態では、１ｘのシンボルは本明細書ではレガ
シシンボルと呼ばれ、４ｘシンボルはＨＥＷシンボルと呼ばれ得る。他の実施形態では、
異なる持続時間が存在し得る。
【００８０】
　[0087]　いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、例えば、８０２．１１ａｘプロトコ
ルに従って、低レート（ＬＲ）モードで送信され得る。いくつかの実施形態では、ＬＲモ
ードは、ＭＣＳ０よりも低いコードレートを有し得る。いくつかの実施形態では、ＡＰ 
１０４は、ＳＴＡ １０６と比較して、より高い送信電力能力を有し得る。いくつかの実
施形態では、例えば、ＳＴＡ １０６は、ＡＰ １０４よりも低い、いくつかのｄＢで送信
し得る。そのため、ＡＰ １０４からＳＴＡ １０６へのＤＬ通信は、ＳＴＡ １０６から
ＡＰ １０４へのＵＬ通信よりも広い範囲を有し得る。リンクバジェットをクローズする
（close）ために、ＬＲモードが使用される。従って、ＬＲモードは、長い範囲の送信モ
ードをサポートし得、負の信号対干渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ）（negative signal-to-i
nterference-plus-noise ratio）で動作をサポートし得る。いくつかの実施形態では、Ｌ
Ｒモードは、ＤＬおよびＵＬ通信の両方で使用され得る。他の実施形態では、ＬＲモード
はＵＬ通信のためのみに使用される。
【００８１】
　[0088]　いくつかの実施形態では、隠れたＬＲプリアンブルをレガシプリアンブルの前
に前置すること（prefixing）によって、レガシ通信システムを用いた後方互換性が提供
され得る。いくつかの実施形態では、ＬＲプリアンブルをレガシプリアンブルの後に後置
すること（post-fixing）によって、後方互換性が提供され得る。様々な態様では、レガ
シプリアンブルが繰り返され得、ＬＲ－ＳＩＧが簡略化されるか、または省略され得る。
様々な実施形態では、レガシプリアンブルが使用されず、ＬＲ－ＳＩＧが提供される。
【００８２】
　[0089]　上述されるように、いくつかの実施形態では、ＬＲモードは、ＭＣＳ０よりも
低いコードレートを有し得る。いくつかの実施形態では、直接、符号化からコーディング
レートを有する代わりに、ダイバーシティを通じて復調性能を高めるために、（周波数お
よび／または時間領域において）繰り返しを適用することによって、ＬＲモードが実現さ
れ得る。いくつかの実施形態では、繰り返しは、データセグメント化、シンボル分割、お
よびシンボルマッピングを含む、１つのＯＦＤＭシンボルパッキング処理またはＯＦＤＭ
シンボルパッキング処理の組み合わせの間に適用され得る。
【００８３】
　[0090]　図８は、ある実施形態に従った、データの繰り返しを含む例示的なシンボルパ
ッキング処理フロー８００を図示する。図示された実施形態では、データセグメント化、
シンボル分割、およびダイバーシティマッピングの、ＯＦＤＭシンボルパッキングのため
の３つのステップが存在する。これらのステップが特定の順序で示されているが、様々な
実施形態では、これらステップは、再配置され得、さらなるステップが含まれ得、ステッ
プが省略され得る。データセグメント化の前に、フロー８００は、Ｃコード化ビットの入
力ベクトル８０５から始まる。いくつかの実施形態では、Ｃコード化ビットの入力ベクト
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ル８０５は、インターリーブされ得る。
【００８４】
　[0091]　ステップ１において、入力ベクトル８０５は、各々Ｎビットの複数のシンボル
ベクトル８１０にセグメント化され、ここで、Ｎは繰り返しなしのＯＦＤＭシンボル当た
りのビット数である。いくつかの実施形態では、入力ベクトル８０５は、オプション１．
１の式に従ってシンボルベクトル８１０にセグメント化され得、ここで、入力ベクトル８
０５は、複数のシンボルベクトル８１０に順次（sequentially）切り離される。例えば、
シンボルベクトルＸ０は、入力ベクトル８０５の第１のＮビットを含み得、シンボルベク
トルＸ１は、入力ベクトル８０５のその次のＮビットを含み得、以下同様に行われる。
【００８５】
　[0092]　別の実施形態では、入力ベクトル８０５は、オプション１．２の式に従ってシ
ンボルベクトル８１０にセグメント化され得、ここで、入力ベクトル８０５のビットは、
分散方式（distributed manner）でセグメント化される。例えば、シンボルベクトルＸ０

の第１のビットは、入力ベクトル８０５の第１のビットを含み得、シンボルベクトルＸ１

の第１のビットは、入力ベクトル８０５の２番目のビットを含み得、以下同様に行われる
。同様に、シンボルベクトルＸ０の第２のビットは、入力ベクトル８０５の（Ｋ＋１）番
目のビットを含み得、シンボルベクトルＸ１の第２のビットは、入力ベクトル８０５の（
Ｋ＋２）番目のビットを含み得、以下同様に行われる。分散方式で入力ベクトル８０５か
らビットを選択することによって、オプション１．１を通じていくつかの実装でコーディ
ング利得が得られ得る。
【００８６】
　[0093]　ステップ２において、シンボルベクトル８１０の各々が、複数の分割ベクトル
８１５に分割され得る。図示される実施形態では、シンボルベクトル８１０の各々は、２
ｘの繰り返しを可能にするために、２つの複数の分割ベクトル８１５Ａと８１５Ｂとに分
割される。４ｘの繰り返しを提供する実施形態では、各シンボルベクトル８１０は、４つ
の分割ベクトル８１５に分割され得、以下同様に行われる。ある実施形態では、シンボル
ベクトル８１０の各々は、オプション２．１の式に従って分割ベクトル８１５Ａと８１５
Ｂとに分割され得、ここで、各シンボルベクトル８１０は、真っ二つに分割される（spli
t down the middle）。例えば、分割ベクトル８１５Ａは、シンボルベクトル８１０の第
１のＮ／２ビットを含み得、分割ベクトル８１５Ｂは、シンボルベクトル８１０の第２の
Ｎ／２ビットを含み得る。４ｘの繰り返しを提供する実施形態では、第１の分割ベクトル
は、シンボルベクトル８１０の第１のＮ／４ビットを含み得、第２の分割ベクトルは、シ
ンボルベクトル８１０のその次のＮ／４ビットを含み得、第３の分割ベクトルは、シンボ
ルベクトル８１０のその次のＮ／４ビットを含み得、第４の分割ベクトルは、シンボルベ
クトル８１０の最後のＮ／４ビットを含み得、以下同様に行われる。
【００８７】
　[0094]　ある実施形態では、シンボルベクトル８１０の各々は、オプション２．２の式
に従って分割ベクトル８１５Ａと８１５Ｂとに分割され得、ここで、各シンボルベクトル
８１０は、ラウンドロビン方式（round robin fashion）で分割される。例えば、分割ベ
クトル８１５Ａの第１のビットは、シンボルベクトル８１０の第１のビットを含み得、分
割ベクトル８１５Ｂの第１のビットは、シンボルベクトル８１０の第２のビットを含み得
、分割ベクトル８１５Ａの第２のビットは、シンボルベクトル８１０の第３のビットを含
み得、分割ベクトル８１５Ｂの第２のビットは、シンボルベクトル８１０の第４のビット
含み得、以下同様に行われる。４ｘの繰り返しを提供する実施形態では、第１の分割ベク
トルの第１のビットは、シンボルベクトル８１０の第１のビットを含み得、第２の分割ベ
クトルの第１のビットは、シンボルベクトル８１０の第２のビットを含み得、第３の分割
ベクトルの第１のビットは、シンボルベクトル８１０の第３のビットを含み得、第４の分
割ベクトルの第１のビットは、シンボルベクトル８１０の第４のビットを含み得、第１の
分割ベクトルの第２のビットは、シンボルベクトル８１０の第５のビットを含み得、以下
同様に行われる。
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【００８８】
　[0095]　ステップ３において、分割ベクトル８１５Ａおよび８１５Ｂは、周波数ダイバ
ーシティでシンボルマッピングされる。ある実施形態では、分割ベクトル８１５Ａおよび
８１５Ｂは、オプション３．１の図に従って時間および周波数においてマッピングされ得
、ここで、各シンボルは、周波数領域中のブロックレベルの繰り返しを含む。例えば、第
１のシンボル（ｓｙｍ１）は、周波数領域中で繰り返された、第１の分割ベクトル８１５
Ａを含み得、第２のシンボル（ｓｙｍ２）は、周波数領域中で繰り返された、第２の分割
ベクトル８１５Ｂを含み得る。２ｘの繰り返しが示されているが、４ｘの繰り返しを提供
する実施形態では、第１のシンボルは、周波数領域中で第１の分割ベクトル４ｘを繰り返
し得、第２のシンボルは、周波数領域中で第２の分割ベクトル４ｘを繰り返し得、第３の
シンボルは、周波数領域中で第３の分割ベクトル４ｘを繰り返し得、第４のシンボルは、
周波数領域中で第４の分割ベクトル４ｘを繰り返し得、以下同様に行われる。
【００８９】
　[0094]　様々な実施形態では、ブロックレベルの繰り返しは、ＭＣＳ０を使用する通常
のＯＦＤＭシンボルと比較してより高いＰＡＰＲに帰着し得る。ある実施形態では、スク
ランブリングシーケンスＳは、繰り返しのうちの１つ（例えば、繰り返された分割ベクト
ル８２０）に適用され得る。スクランブリングシーケンスＳは、ＰＡＰＲ分散を最小化ま
たは低減するために選択された±１のシーケンスであり得る。例えば、繰り返された分割
ベクトル８１５Ａのうちの１つがスクランブリングシーケンスＳによって小数点乗算され
得（例えば、Ａ’＝Ａ．＊Ｓ）、繰り返された分割ベクトル８１５Ｂのうちの１つがスク
ランブリングシーケンスＳによって小数点乗算され得る（例えば、Ｂ’＝Ｂ．＊Ｓ）。
【００９０】
　[0097]　ある実施形態では、分割ベクトル８１５Ａおよび８１５Ｂは、オプション３.
２の図に従って時間および周波数においてマッピングされ得、ここで、各分割ベクトル８
１５は、シンボル間の異なる周波数上に割り振られる。例えば、第１のシンボル（ｓｙｍ
１）は、周波数領域中に分散された、第１の分割ベクトル８１５Ａと第２の分割ベクトル
８１５Ｂとを含み得、第２のシンボル（ｓｙｍ２）は、周波数領域中で反転された、繰り
返された第２の分割ベクトル８１５Ｂと繰り返された第１の分割ベクトル８１５Ａとを含
み得る。２ｘの繰り返しが示されているが、４ｘの繰り返しを提供する実施形態では、第
１のシンボルは、周波数領域中に分散された４つの分割ベクトルの各々を含み得、第２の
シンボルは、周波数領域中に異なって分散された４つの分割ベクトルの各々を含み得、第
３のシンボルは、周波数領域中に異なって分割された４つの分割ベクトル８１５の各々を
含み得、第４のシンボルは、周波数領域中に異なって分散された４つの分割ベクトル８１
５の各々を含み得、以下同様に行われる。
【００９１】
　[0098]　各分割ベクトル８１５がシンボル実施形態間の異なる周波数上に割り振られる
実施形態では、ＰＡＰＲは、１つのＯＦＤＭシンボル中のブロックレベルの繰り返しと比
較して、より低くなり得る。一方、１つ以上のシンボルは、次に続くシンボルとの組み合
わせのためにバッファされ得る。例えば、ｓｙｍ１における分割ベクトルＡの第１の繰り
返しは、ｓｙｍ２における分割ベクトルＡの第２の繰り返しとの組み合わせのためにバッ
ファされ得る。
【００９２】
　[0099]　様々な実施形態では、図示されたシンボルは、並び替えられ得る。例えば、オ
プション３．１および３．２の第１および第２のシンボルは、反転され得る。４ｘの繰り
返しを提供する実施形態では、シンボルは、より高次の繰り返しのために、２４の異なる
方法などにおいて並び替えられ得る。入力ベクトル８０５のコード化ビットをシンボルｓ
ｙｍ１およびｓｙｍ２にマッピングした後、インターリービングが任意で適用され、パイ
ロットが挿入され得る。
【００９３】
　[00100]　ブロックレベルの繰り返し（例えば、オプション３．１）は、時間ではなく
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周波数において、分割ベクトル８１５を繰り返す。一方、各分割ベクトル８１５がシンボ
ル間の異なる周波数上に割り振られるシンボルレベルの繰り返し（例えば、オプション３
．２）は、周波数と時間の両方において分割ベクトル８１５を繰り返す。いくつかの実施
形態では、分割ベクトル８１５は、周波数ではなく時間においてのみ繰り返され得る。
【００９４】
　[00101]　図９は、図１のワイヤレス通信システム１００内で用いられ得るワイヤレス
通信の例示的な方法についてのフローチャート９００を示す。方法は、図２で示されるワ
イヤレスデバイス２０２のような、本明細書で説明されるデバイスの全体または一部で実
施され得る。図示される方法は、図１に関して上述されるワイヤレス通信システム１００
と、図８に関して上述されるシンボルパッキング処理フロー８００とを参照して本明細書
で説明されるが、当業者は、図示される方法が本明細書で説明されるものとは別のデバイ
ス、または任意の他の適切なデバイスによって実施され得ることを理解するだろう。図示
される方法は特定の順序を参照して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、本明
細書のブロック図は、異なる順序で行われるか、あるいは省略され、さらなるブロックが
追加され得る。
【００９５】
　[00102]　始めに、ブロック９１０において、ワイヤレスデバイスは、複数のシンボル
を含むパケットを生成する。様々な実施形態では、複数のシンボルは、第１のデータレー
トを有する信号フィールドを含み得、パケットはさらに、第１のデータレート以上の第２
のデータレートを有するデータ部分を含み得る。例えば、ワイヤレスデバイス２０２は、
低レート部分のＨＥ－ＳＩＧ０ ４５５と高レート部分のデータとを含む図７で示される
パケットを生成し得る。いくつかの実施形態では、パケット全体が第１のコーディングレ
ートであり得、ワイヤレス通信システム１００中の１つまたは複数の他のパケットは、第
２のコーディングレートであり得る。いくつかの実施形態では、第１および第２のコーデ
ィングレートは同じで有り得る（例えば、低レートモード）。他の実施形態では、第２の
コーディングレートは、第１のコーディングレートよりも高いものであり得る。いくつか
の実施形態では、データ部分を生成することは、ブロック９２０－９４０の処理を含み得
る。
【００９６】
　[00103]　次に、ブロック９２０において、ワイヤレスデバイスは、順次セグメント化
プロシージャまたは分散セグメント化プロシージャのうちの１つに従って、入力ビットベ
クトルを複数のシンボルベクトルにセグメント化する。例えば、ワイヤレスデバイス２０
２は、オプション１．１またはオプション１．２の式に従って図８のステップ１を行い得
る。このように、ワイヤレスデバイス２０２は、入力ベクトル８０５を複数のシンボルベ
クトル８１０にセグメント化し得る。
【００９７】
　[00104]　様々な実施形態では、入力ビットベクトルを複数のシンボルベクトルにセグ
メント化することは、Ｎ個の入力ビットの順次的なグループを各シンボルベクトルに順に
割り振ることを含み、ここで、Ｎは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりの
ビット数である。例えば、ワイヤレスデバイス２０２は、オプション１．１の式に従って
図８のステップ１を行い得、ここで、入力ベクトル８０５は、複数のシンボルベクトル８
１０に順次切り離される。例えば、シンボルベクトルＸ０は、入力ベクトル８０５の第１
のＮビットを含み得、シンボルベクトルＸ１は、入力ベクトル８０５のその次のＮビット
を含み得、以下同様に行われる。
【００９８】
　[00105]　様々な実施形態では、入力ビットベクトルを複数のシンボルベクトルにセグ
メント化することは、入力ビットの各々をＩモジュロＫ番目のシンボルベクトルに割り振
ることを含み得、ここにおいて、Ｉは各ビットのインデックス番号であり、Ｋは入力ビッ
トベクトルの長さを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのビット数で除算し
た上限である。例えば、ワイヤレスデバイス２０２は、オプション１．２の式に従って図
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８のステップ１を行い得、ここで、入力ベクトル８０５のビットは、分散方式でセグメン
ト化される。例えば、シンボルベクトルＸ０の第１のビットは、入力ベクトル８０５の第
１のビットを含み得、シンボルベクトルＸ１の第１のビットは、入力ベクトル８０５の２
番目のビットを含み得、以下同様に行われる。同様に、シンボルベクトルＸ０の第２のビ
ットは、入力ベクトル８０５の（Ｋ＋１）番目のビットを含み得、シンボルベクトルＸ１

の第２のビットは、入力ベクトル８０５の（Ｋ＋２）番目のビットを含み得、以下同様に
行われる。分散方式で入力ベクトル８０５からビットを選択することによって、オプショ
ン１．１を通じてコーディング利得が得られ得る。
【００９９】
　[00106]　次に、ブロック９３０において、ワイヤレスデバイスは、順次分割プロシー
ジャまたはラウンドロビン分割プロシージャのうちの１つに従って、複数のシンボルベク
トルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割する。例えば、ワイヤレスデバイス２０２は
、オプション２．１またはオプション２．２の式に従って、図８のステップ２を行い得る
。このように、ワイヤレスデバイス２０２は、シンボルベクトル８１０を分割ベクトル８
１５Ａと８１５Ｂとに（または異なる繰り返し係数に従って多数のベクトルに）分割し得
る。
【０１００】
　[00107]　様々な実施形態では、複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベク
トルに分割することは、Ｎ／Ｒ個の入力ビットの順次的なグループを各分割ベクトルに順
に割り振ることを含み得、ここで、Ｒは繰り返し係数である。例えば、ワイヤレスデバイ
ス２０２は、オプション２．１の式に従って図８のステップ２を行い得、ここで、各シン
ボルベクトル８１０は、真っ二つに分割される。例えば、分割ベクトル８１５Ａは、シン
ボルベクトル８１０の第１のＮ／２ビットを含み得、分割ベクトル８１５Ｂは、シンボル
ベクトル８１０の第２のＮ／２ビットを含み得る。４ｘの繰り返しを提供する実施形態で
は、第１の分割ベクトルは、シンボルベクトル８１０の第１のＮ／４ビットを含み得、第
２の分割ベクトルは、シンボルベクトル８１０のその次のＮ／４ビットを含み得、第３の
分割ベクトルは、シンボルベクトル８１０のその次のＮ／４ビットを含み得、第４の分割
ベクトルは、シンボルベクトル８１０のその次のＮ／４ビットを含み得、以下同様に行わ
れる。
【０１０１】
　[00108]　様々な実施形態では、複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベク
トルに分割することは、各シンボルベクトルの各ビットをＩモジュロＲ番目の分割ベクト
ルに割り振ることを含み、ここで、Ｒは繰り返し係数であり、Ｉは各ビットのインデック
ス番号である。例えば、ワイヤレスデバイス２０２は、オプション２．２の式に従って図
８のステップ２を行い得、ここで、各シンボルベクトル８１０は、ラウンドロビン方式で
分割され得る。例えば、分割ベクトル８１５Ａの第１のビットは、シンボルベクトル８１
０の第１のビットを含み得、分割ベクトル８１５Ｂの第１のビットは、シンボルベクトル
８１０の第２のビットを含み得、分割ベクトル８１５Ａの第２のビットは、シンボルベク
トル８１０の第３のビットを含み得、分割ベクトル８１５Ｂの第２のビットは、シンボル
ベクトル８１０の第４のビットを含み得、以下同様に行われる。４ｘの繰り返しを提供す
る実施形態では、第１の分割ベクトルの第１のビットは、シンボルベクトル８１０の第１
のビットを含み得、第２の分割ベクトルの第１のビットは、シンボルベクトル８１０の第
２のビットを含み得、第３の分割ベクトルの第１のビットは、シンボルベクトル８１０の
第３のビットを含み得、第４の分割ベクトルの第１のビットは、シンボルベクトル８１０
の第４のビットを含み得、第１の分割ベクトルの第２のビットは、シンボルベクトル８１
０の第５のビットを含み得、以下同様に行われる。
【０１０２】
　[00109]　その後、ブロック９４０において、ワイヤレスデバイスは、ブロックレベル
の繰り返しまたはシンボルレベルの繰り返しのうちの１つに従って、分割ベクトルの各々
を複数のシンボルにマッピングする。例えば、ワイヤレスデバイス２０２は、オプション
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３．１またはオプション１．２の式に従って、図８のステップ３を行い得る。このように
、ワイヤレスデバイス２０２は、分割ベクトル８１５Ａおよび８１５Ｂの各々を、２ｘ、
４ｘ、または別の繰り返し係数で時間－周波数領域にマッピングし得る。
【０１０３】
　[00110]　様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングす
ることは、周波数領域中で、分割ベクトルの各々を単一の時間領域シンボルにわたって繰
り返すことを含み得る。例えば、ワイヤレスデバイス２０２は、オプション３．１の式に
従って図８のステップ３を行い得、ここで、各シンボルは、周波数領域中のブロックレベ
ルの繰り返しを含む。例えば、第１のシンボル（ｓｙｍ１）は、周波数領域中で繰り返さ
れた、第１の分割ベクトル８１５Ａを含み得、第２のシンボル（ｓｙｍ２）は、周波数領
域中で繰り返された、第２の分割ベクトル８１５Ｂを含み得る。２ｘの繰り返しが示され
ているが、４ｘの繰り返しを提供する実施形態では、第１のシンボルは、周波数領域中で
第１の分割ベクトル４ｘを繰り返し得、第２のシンボルは、周波数領域中で第２の分割ベ
クトル４ｘを繰り返し得、第３のシンボルは、周波数領域中で第３の分割ベクトル４ｘを
繰り返し得、第４のシンボルは、周波数領域中で第４の分割ベクトル４ｘを繰り返し得、
以下同様に行われる。
【０１０４】
　[00111]　様々な実施形態では、ワイヤレスデバイスは、スクランブリングシーケンス
を各分割ベクトルの１つのコピーに適用し得る。スクランブリングシーケンスＳは、ＰＡ
ＰＲ分散を最小化または低減するために選択された±１のシーケンスであり得る。例えば
、ワイヤレスデバイス２０２は、繰り返された分割ベクトル８１５Ａのうちの１つをスク
ランブリングシーケンスＳによって乗算し（例えば、Ａ’＝Ａ．＊Ｓ）、および繰り返さ
れた分割ベクトル８１５Ｂのうちの１つをスクランブリングシーケンスＳによって乗算（
例えば、Ｂ’＝Ｂ．＊Ｓ）し得る。
【０１０５】
　[00112]　様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングす
ることは、周波数領域中で、分割ベクトルの各々を複数の時間領域シンボルにわたって繰
り返すことを含み得る。例えば、ワイヤレスデバイス２０２は、オプション３．２の式に
従って図８のステップ２を行い得、ここで、各分割ベクトル８１５は、シンボル間の異な
る周波数上に割り振られる。例えば、第１のシンボル（ｓｙｍ１）は、周波数領域中に分
散された、第１の分割ベクトル８１５Ａと第２の分割ベクトル８１５Ｂとを含み得、第２
のシンボル（ｓｙｍ２）は、周波数領域中で反転された、繰り返された第２の分割ベクト
ル８１５Ｂと繰り返された第１の分割ベクトル８１５Ａとを含み得る。２ｘの繰り返しが
示されているが、４ｘの繰り返しを提供する実施形態では、第１のシンボルは、周波数領
域中に分散された４つの分割ベクトルの各々を含み得、第２のシンボルは、周波数領域中
に異なって分散された４つの分割ベクトルの各々を含み得、第３のシンボルは、周波数領
域中に異なって分割された４つの分割ベクトル８１５の各々を含み得、第４のシンボルは
、周波数領域中に異なって分散された４つの分割ベクトル８１５の各々を含み得、以下同
様に行われる。
【０１０６】
　[00113]　様々な実施形態では、分割ベクトルの各々を複数のシンボルにマッピングす
ることは、分割ベクトルの各々を、複数の時間領域シンボルにわたって繰り返すことを含
む。例えば、ワイヤレスデバイス２０２は、図８のｓｙｍ１およびｓｙｍ２の両方にわた
って同じ帯域幅を通じて分割ベクトル８１５Ａを繰り返し得る。
【０１０７】
　[00114]　その後、ワイヤレスデバイスは、パケットを送信する。例えば、プロセッサ
２０４は、メモリ２０６とともに、送信のためにアンテナ２１６を介して送信機２１０に
図７のパケットを提供し得る。ある実施形態では、ＡＰ １０４は、パケットをＳＴＡ １
０６に送信し得る。別の実施形態では、ＳＴＡ １０６は、パケットをＡＰ １０４または
別のＳＴＡに送信し得る。



(24) JP 6779872 B2 2020.11.4

10

20

30

40

50

【０１０８】
　[00115]　ある実施形態では、図９で示される方法は、生成回路、セグメント化回路、
分割回路、マッピング回路、および送信回路を含み得るワイヤレスデバイス中で実施され
得る。当業者は、ワイヤレスデバイスが本明細書で説明される簡略化されたワイヤレスデ
バイスよりも多くのコンポーネントを有し得ることを理解するだろう。本明細書で説明さ
れるワイヤレスデバイスは、ある特定の実装のうちのいくつかの特徴を説明するのに有用
なコンポーネントを含む。
【０１０９】
　[00116]　生成回路は、パケットを生成するように構成され得る。いくつかの実施形態
では、生成回路は、少なくとも図９のブロック９１０を行うように構成され得る。生成回
路は、プロセッサ２０４（図２）、メモリ２０６（図２）、およびＤＳＰ ２２０（図２
）のうちの１つまたは複数を含み得る。いくつかの実装では、生成するための手段は、生
成回路を含み得る。
【０１１０】
　[00117]　セグメント化回路は、入力ビットベクトルをセグメント化するように構成さ
れ得る。いくつかの実施形態では、セグメント化回路は、少なくとも図９のブロック９２
０を行うように構成され得る。セグメント化回路は、プロセッサ２０４（図２）、メモリ
２０６（図２）、およびＤＳＰ ２２０（図２）のうちの１つまたは複数を含み得る。い
くつかの実装では、セグメント化するための手段は、セグメント化回路を含み得る。
【０１１１】
　[00118]　分割回路は、シンボルベクトルを分割するように構成され得る。いくつかの
実施形態では、分割回路は、少なくとも図９のブロック９３０を行うように構成され得る
。分割回路は、プロセッサ２０４（図２）、メモリ２０６（図２）、およびＤＳＰ ２２
０（図２）のうちの１つまたは複数を含み得る。いくつかの実装では、分割するための手
段は、分割回路を含み得る。
【０１１２】
　[00119]　マッピング回路は、周波数ダイバーシティを用いてシンボルをマッピングす
るように構成され得る。いくつかの実施形態では、マッピング回路は、少なくとも図９の
ブロック９４０を行うように構成され得る。マッピング回路は、プロセッサ２０４（図２
）、メモリ２０６（図２）、およびＤＳＰ ２２０（図２）のうちの１つまたは複数を含
み得る。いくつかの実装では、マッピングするための手段は、マッピング回路を含み得る
。
【０１１３】
　[00120]　送信回路は、第１および第２のメッセージを一緒に送信するように構成され
得る。いくつかの実施形態では、送信回路は、少なくとも図９のブロック９５０を行うよ
うに構成され得る。送信回路は、送信機２１０（図２）、アンテナ２１６（図２）、およ
びトランシーバ２１４（図２）のうちの１つまたは複数を含み得る。いくつかの実装では
、送信するための手段は、送信回路を含み得る。
【０１１４】
　[00121]　当業者は、情報および信号が様々な異なる技術および技法のうちのいずれか
を使用して表され得ることを理解するだろう。例えば、上記の説明の全体を通して参照さ
れ得る、データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電
圧、電流、電磁波、磁場または磁粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組
み合わせによって表わされ得る。
【０１１５】
　[00122］　本開示で説明される実装に対する様々な変更は、当業者に対して容易に明ら
かとなり、本明細書で定義される一般的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱する
ことなく他の実装に適用され得る。よって、本開示は、本明細書で示される実装に限定さ
れることを意図するものではなく、本明細書で開示される請求項、原理、および新規の特
徴と一致する最も広い範囲が付与されるべきものである。「例示的な」という用語は、「
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例、事例、または実例の役割を果たすこと」を意味するように本明細書では排他的に使用
される。「例示的」であるとして本明細書で説明されるいずれの実装も、他の実装よりも
好ましいまたは有利であるとして必ずしも解釈されるべきではない。
【０１１６】
　[00123]　別個の実装との関連で本明細書において説明されるある特定の特徴もまた、
単一の実装において組み合わせて実施され得る。反対に、単一の実装との関連で説明され
る複数の様々な特徴もまた、別個に複数の実装で、または任意の適切なサブコンビネーシ
ョンで実施され得る。さらに、特徴は、ある特定の組み合わせで動作するように上記で説
明され得、最初にもそのように特許請求されるが、特許請求される組み合わせからの１つ
または複数の特徴は、いくつかの場合にはその組み合わせから削除され、特許請求される
組み合わせは、サブコンビネーション、またはサブコンビネーションのバリエーションに
向けられ得る。
【０１１７】
　[00124]　上述された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／またはソフト
ウェアコンポーネント、回路、および／またはモジュールのような、それら動作を行うこ
とができる任意の適切な手段によって行われ得る。一般に、図面で図示される任意の動作
は、これら動作を行うことができる対応する機能的な手段によって行われ得る。
【０１１８】
　[00125]　本開示に関連して説明される様々な例示的な論理ブロック、モジュール、お
よび回路は、本明細書で説明される機能を実行するように設計された、汎用プロセッサ、
デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）、または他のプログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウェアコンポーネント、また
はそれらの任意の組み合わせで実装または実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプ
ロセッサであり得るが、代替的に、このプロセッサは、任意の商業的に利用可能なプロセ
ッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセ
ッサはまた、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連結した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他の
このような構成などのような、コンピューティングデバイスの組み合わせとして実装され
得る。
【０１１９】
　[00126]　１つまたは複数の態様では、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせで実装され得る。ソフトウェアで
実装される場合に、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可
読媒体上に記憶されるか、それを介して送信され得る。コンピュータ可読媒体は、コンピ
ュータ記憶媒体と、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易に
する任意の媒体を含む通信媒体との両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアク
セスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定されないが、例として、そのような
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭま
たは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あ
るいは、命令またはデータ構造の形式で所望のプログラムコードを搬送または記憶するた
めに使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体を含み得る。ま
た、任意の接続は、正確にはコンピュータ可読媒体と称される。例えば、ソフトウェアが
、ウェブサイト、サーバ、または、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア
、デジタル加入者ライン（ＤＳＬ）、あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波のような
ワイヤレス技術を使用する他の遠隔ソースから送信される場合には、同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のよ
うなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される際に、ディスク（
disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登
録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）デ
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ィスク、およびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ここで、ディスク（disks）は
、通常磁気的にデータを再生し、一方ディスク（discs）は、レーザーを用いて光学的に
データを再生する。よって、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、非一時的な
コンピュータ可読媒体（例えば、有形媒体）を含み得る。加えて、いくつかの態様では、
コンピュータ可読媒体は、一時的なコンピュータ可読媒体（例えば、信号）を含み得る。
上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれ得る。
【０１２０】
　[00127]　本明細書で開示される方法は、説明される方法を達成するための１つまたは
複数のステップまたは動作を含み得る。方法のステップおよび／または動作は、特許請求
の範囲から逸脱することなく互いに置き換えられ得る。言い換えると、ステップまたは動
作の特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／または動作の順序および／
または使用は、特許請求の範囲から逸脱せずに変更され得る。
【０１２１】
　[00128]　さらに、本明細書で説明される方法および技法を行うためのモジュールおよ
び／または他の適切な手段は、適宜、ユーザ端末および／または基地局によってダウンロ
ードされるおよび／またはそうでなければ取得され得ることが理解され得る。例えば、こ
のようなデバイスは、本明細書で説明される方法を実行するための手段の転送を容易にす
るためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明される様々な方法は、ユーザ
端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合または提供する際に様々な方法を
取得し得るように、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）ま
たはフロッピーディスクのような物理記憶媒体など）を介して提供され得る。さらに、本
明細書で説明される方法および技法をデバイスに提供するために、任意の他の適切な技法
が利用され得る。
【０１２２】
　[00129]　上記は、本開示の態様に向けられているが、本開示の他のおよびさらなる態
様が、これらの基本的な範囲から逸脱することなく考案されることができ、その範囲は、
下記の請求項によって決定され得る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ワイヤレスデバイスで、複数のシンボルを備えるパケットを生成することと、
　順次セグメント化プロシージャまたは分散セグメント化プロシージャのうちの１つに従
って、入力ビットベクトルを複数のシンボルベクトルにセグメント化することと、
　順次分割プロシージャまたはラウンドロビン分割プロシージャのうちの１つに従って、
前記複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割することと、
　ブロックレベルの繰り返しまたはシンボルレベルの繰り返しのうちの１つに従って、前
記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングすることと、
　前記パケットを送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記複数のシンボルは、第１のデータレートを有する信号フィールドを備え、前記パケ
ットは、前記第１のデータレート以上の第２のデータレートを有するデータ部分をさらに
備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記入力ビットベクトルを前記複数のシンボルベクトルにセグメント化することは、Ｎ
個の入力ビットの順次的なグループを各シンボルベクトルに順に割り振ることを備え、Ｎ
は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのビット数である、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
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　前記入力ビットベクトルを前記複数のシンボルベクトルにセグメント化することは、入
力ビットの各々をＩモジュロＫ番目のシンボルベクトルに割り振ることを備え、Ｉは、各
ビットのインデックス番号であり、Ｋは、前記入力ビットベクトルの長さを直交周波数分
割多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのビット数で除算した上限である、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割することは、Ｎ／
Ｒ個の入力ビットの順次的なグループを各分割ベクトルに順に割り振ることを備え、ここ
で、Ｒは、繰り返し係数である、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割することは、各シ
ンボルベクトルの各ビットを前記ＩモジュロＲ番目の分割ベクトルに割り振ることを備え
、ここで、Ｒは、繰り返し係数であり、Ｉは、各ビットのインデックス番号である、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングすることは、前記周波数領
域中で、前記分割ベクトルの各々を単一の時間領域シンボルにわたって繰り返すことを備
える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　スクランブリングシーケンスを各分割ベクトルの１つのコピーに適用することをさらに
備える、
　Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングすることは、前記周波数領
域中で、前記分割ベクトルの各々を複数の時間領域シンボルにわたって繰り返すことを備
える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングすることは、前記分割ベク
トルの各々を、複数の時間領域シンボルにわたって繰り返すことを備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信を行うように構成される装置であって、
　　複数のシンボルを備えるパケットを生成することと、
　　順次セグメント化プロシージャまたは分散セグメント化プロシージャのうちの１つに
従って、入力ビットベクトルを複数のシンボルベクトルにセグメント化することと、
　　順次分割プロシージャまたはラウンドロビン分割プロシージャのうちの１つに従って
、前記複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割することと、
　　ブロックレベルの繰り返しまたはシンボルレベルの繰り返しのうちの１つに従って、
前記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングすることと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記パケットを送信するように構成された送信機と
　を備える、装置。
［Ｃ１２］
　前記複数のシンボルは、第１のデータレートを有する信号フィールドを備え、前記パケ
ットは、前記第１のデータレート以上の第２のデータレートを有するデータ部分をさらに
備える、
　Ｃ１１に記載の装置。
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［Ｃ１３］
　　前記プロセッサは、Ｎ個の入力ビットの順次的なグループを各シンボルベクトルに順
に割り振るように構成されることによって、前記入力ビットベクトルを前記複数のシンボ
ルベクトルにセグメント化するように構成され、Ｎは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）
シンボル当たりのビット数である、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記プロセッサは、入力ビットの各々をＩモジュロＫ番目のシンボルベクトルに割り振
るように構成されることによって、前記入力ビットベクトルを前記複数のシンボルベクト
ルにセグメント化するように構成され、Ｉは、各ビットのインデックス番号であり、Ｋは
、前記入力ビットベクトルの長さを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのビ
ット数で除算した上限である、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記プロセッサは、Ｎ／Ｒ個の入力ビットの順次的なグループを各分割ベクトルに順に
割り振るように構成されることによって、前記複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上
の分割ベクトルに分割するように構成され、ここで、Ｒは、繰り返し係数である、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記プロセッサは、各シンボルベクトルの各ビットを前記ＩモジュロＲ番目の分割ベク
トルに割り振るように構成されることによって、前記複数のシンボルベクトルの各々を２
つ以上の分割ベクトルに分割するように構成され、ここで、Ｒは繰り返し係数であり、Ｉ
は各ビットのインデックス番号である、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記プロセッサは、前記周波数領域中で、前記分割ベクトルの各々を単一の時間領域シ
ンボルにわたって繰り返すように構成されることによって、前記分割ベクトルの各々を前
記複数のシンボルにマッピングするように構成される、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記プロセッサは、スクランブリングシーケンスを各分割ベクトルの１つのコピーに適
用するようにさらに構成される、
　Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記プロセッサは、前記周波数領域中で、前記分割ベクトルの各々を複数の時間領域シ
ンボルにわたって繰り返すように構成されることによって、前記分割ベクトルの各々を前
記複数のシンボルにマッピングするように構成される、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記プロセッサは、前記分割ベクトルの各々を、複数の時間領域シンボルにわたって繰
り返すように構成されることによって、前記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルに
マッピングするように構成される、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のシンボルを備えるパケットを生成するための手段と、
　順次セグメント化プロシージャまたは分散セグメント化プロシージャのうちの１つに従
って、入力ビットベクトルを複数のシンボルベクトルにセグメント化するための手段と、
　順次分割プロシージャまたはラウンドロビン分割プロシージャのうちの１つに従って、
前記複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割するための手段と、
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　ブロックレベルの繰り返しまたはシンボルレベルの繰り返しのうちの１つに従って、前
記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングするための手段と、
　前記パケットを送信するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ２２］
　非一時的コンピュータ可読媒体であって、実行される場合、装置に、
　複数のシンボルを備えるパケットを生成することと、
　順次セグメント化プロシージャまたは分散セグメント化プロシージャのうちの１つに従
って、入力ビットベクトルを複数のシンボルベクトルにセグメント化することと、
　順次分割プロシージャまたはラウンドロビン分割プロシージャのうちの１つに従って、
前記複数のシンボルベクトルの各々を２つ以上の分割ベクトルに分割することと、
　ブロックレベルの繰り返しまたはシンボルレベルの繰り返しのうちの１つに従って、前
記分割ベクトルの各々を前記複数のシンボルにマッピングすることと、
　前記パケットを送信することと
　を行わせるコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体。

【図１】 【図２】
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